
 



目  次 

1.リーダー連絡会開催要項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

2.リーダー連絡会日程表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

3.参加概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

4.スタッフ名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

5.情報提供・講義資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

6.全体発表会資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

7.情報交換会資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32 

8.講師講評・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 

9.参加者アンケート結果（リーダー代表者、育成担当指導者）・・・・・ 56 

 



 
 
 

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会 開催要項 
1. 趣旨 
 全国の都道府県スポーツ少年団リーダーの相互研修および情報交換を通じ、リーダーの資質向

上と各都道府県リーダー会および全国的ネットワークの充実・強化を目指し、各都道府県スポー
ツ少年団リーダー代表による全国会議を開催する。 

  
2. 主催 
 公益財団法人日本スポーツ協会 日本スポーツ少年団 
  
3. 後援（予定） 
 スポーツ庁 
  
4. 期日 
 令和元年 6 月 15 日(土)～6 月 16 日(日)  1 泊 2 日 
  
5. 会場 
 <1 日目>国立オリンピック記念青少年総合センター 

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1 TEL：03-3467-7201 

<2 日目>東京ガーデンテラス紀尾井町 紀尾井カンファレンス 

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町１番４号 

東京ガーデンテラス紀尾井町 紀尾井タワー４階 TEL：03-3246-1111 
※ 会場への荷物の送付および電話連絡は一切禁止する。 

  
6. 参加条件・人数 
 〇リーダー代表者(1 名) 
  以下(1)または(2)の参加条件を満たす者。 
   (1) 令和元年度スポーツ少年団登録を行い、義務教育を修了したシニア・リーダー資格保有

者で、都道府県リーダー会会長である者。 
   ※ 都道府県リーダー会会長が参加できない場合は、それに代わる者でも参加可能。 

※ シニア・リーダー資格を保有していない場合は、ジュニア・リーダー資格保有者で
も参加可能。 

   (2) リーダー会未設置の場合は、令和元年度スポーツ少年団登録を行い、義務教育を修了し
たシニア・リーダー資格保有者で、リーダーの中核として活動し、将来リーダー会の中
心として活躍が期待される者。 

   ※ シニア・リーダー資格を保有していない場合は、ジュニア・リーダー資格保有者で
も参加可能。 

 〇育成担当指導者(1 名) 
  令和元年度スポーツ少年団指導者または役職員登録をしている者で、都道府県リーダー会に

おいて指導的立場にある者、またはジュニア・リーダースクール講師・運営担当者(2019 年 4
月 1 日現在)。 

  
7. 内容 
 <1 日目> 

・情報提供・講義 
・全体発表会：ブロック研究大会ポスター発表 
・情報交換会：ワールドカフェ方式 
・ブロック別連絡会 
<2 日目> (※第 2 回ジュニアスポーツフォーラムのプログラムに参加) 
・特別講演 「ジュニアスポーツからみたスポーツ少年団」 
演者：萩原 美樹子（バスケットボール U-16、U-18、U-19女子日本代表ヘッドコーチ／ 

日本スポーツ少年団副本部長）  
・分科会（パネルディスカッション） 

A： ジュニア期におけるスポーツとの多様なかかわり方 

B： 子どもたちのスポーツ指導現場に動きの質の観点や評価を導入する意義 

C： 地域におけるスポーツ少年団の役割 

D： スポーツチーム・クラブ運営におけるガバナンスの構築 
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8. 参加申込 
 都道府県スポーツ少年団は推薦者および提出書類を取りまとめ、下記により申し込むこと。 
  (1) 申 込 先： 〒150-8050 東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育会館内 

公益財団法人日本スポーツ協会 日本スポーツ少年団 
  (2) 申込期限： 令和元年 5 月 17 日(金) 
  (3) 提出書類： 申込書 
  ※ 申し込みいただいた時点で参加者として決定します。参加者へは 6 月上旬に開催に

あたっての事務連絡および事前資料を送付します。 
※ 全体会発表担当道県のデータ提出は 5 月 24 日(金)まで。 
※ 2 日目に第 2 回ジュニアスポーツフォーラムに参加するため、希望分科会を記入し

てください（別添要項参照）。なお、希望分科会の指定はありません。 
   
9. 経費 
 (1) 参 加 料： 無料 
 (2) 交 通 費： 当協会が定める旅費規程に基づき補助する。 

また、支給方法は所属都道府県スポーツ少年団の指定口座への振り込みとす
る。なお、2 日目の会場には、2 日目（6/16）の朝に各自公共交通機関で移動
する。 

 (3) 宿泊費等： 期間中の食事代を含む宿泊費および必要な教材は、日本スポーツ少年団が負担
または用意する。 

  
10. その他 
 (1) 参加者は筆記用具およびリーダー会や討論テーマに関する資料を持参すること。 
 (2) 都道府県内で全体討論会のテーマについて活動状況、課題、考えられる策等を議論し、現

状把握および意見の集約を行った上で参加すること。 
 (3) 都道府県の代表としてふさわしい服装で参加すること。 
 (4) 参加申込にあたって収集した個人情報は参加可否の通知・関連資料の送付・参加者名簿

作成を目的に使用します。また、本連絡会中に撮影した写真等については、公益財団法人
日本スポーツ協会のホームページや報告書および東京 2020 組織委員会への報告等にお
いて利用することがあります。なお、この個人情報は、参加者の同意なしに、第三者に開
示・提供することはありません（法令などにより開示を求められた場合を除く）。 

  
11. 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の更新研修 
 本連絡会の参加により、日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の更新研修を修了したことに
なります。なお、テニス資格は 2 ポイント、バウンドテニス資格は 1 ポイント、チアリーディング（コーチ
3のみ）資格は都道府県体育・スポーツ協会実施の 1回分の実績となりますが、別途、資格毎に定め
られたポイント獲得や研修受講などの要件を満たす必要があります。 
ただし、次の資格については、更新研修を修了したことにはなりません。（2019年 4月 1日現在） 
水泳、サッカー、スノーボード、バスケットボール、バドミントン、剣道、空手道、エアロ

ビック（コーチ 4のみ）、スクーバ・ダイビング、プロゴルフ、プロテニス、プロスキー、ス

ポーツドクター、スポーツデンティスト、アスレティックトレーナー、スポーツ栄養士、クラ

ブマネジャー 

詳細は日本スポーツ協会のホームページをご確認ください。 
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6月15日（土） 6月16日（日）

6:30 シーツ返却（6:30～7:00）・清掃

7:00

9:00

10:00

10:30

11:30

12:00

12:15

開会式・オリエンテーション
12:30

12:45

情報提供・講義

13:55 休憩（10min）

14:05

15:00

15:15

15:45
休憩

15:55
16:00

17:45

入室（シーツ・カギ配付）・夕食

19:00

ブロック別連絡会

20:00
閉会式

20:30
入浴・就寝準備・消灯

　○受付・開会式・オリエンテーション
　　・センター棟501号室
　○情報提供・講義
　　・センター棟501号室
　○全体発表会
　○情報交換会
　〇閉会式
　　・センター棟501号室
　〇ブロック別連絡会
　　・センター棟501・504・505・507・509号室

　○講師・事務局控室
　・センター棟小研修室5A

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会　日程表

朝食／カギ返却（～8:00迄）

8:00

各自移動（→会場）・受付

第2回ジュニアスポーツフォーラム

受付

全体発表会
（ブロック研究大会ポスター発表）

「これからのスポーツ少年団のあるべき姿～東京
2020大会後を見据えて～」に関する

情報交換会
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会　参加概要

県№ 都道府県 氏名 氏名 氏名

1 北海道 ○ ○

2 青森県 × ×

3 岩手県 × ×

4 宮城県 ○ ○ ○

5 秋田県 ○ ○

6 山形県 ○ ○

7 福島県 ○ ○

8 茨城県 ○ ○

9 栃木県 ○ ○

10 群馬県 ○ ○

11 埼玉県 ○ ○

12 千葉県 ○ ○

13 東京都 ○ ○

14 神奈川県 ○ ○

15 山梨県 ○ ○

16 長野県 ○ ○

17 新潟県 × ○

18 富山県 ○ ○

19 石川県 ○ ○

20 福井県 ○ ○

21 静岡県 ○ ○

22 愛知県 ○ ○

23 三重県 ○ ○

24 岐阜県 ○ ○

25 滋賀県 ○ ○

26 京都府 ○ ○

27 大阪府 × ○

28 兵庫県 ○ ○

29 奈良県 × ×

30 和歌山県 ○ ○

31 鳥取県 × ×

32 島根県 ○ ○

33 岡山県 ○ ○

34 広島県 ○ ○

35 山口県 ○ ○

36 香川県 ○ ○

37 徳島県 ○ ○ ○

〃 〃 ○

〃 〃 ○

〃 〃 ○

38 愛媛県 ○ ○

39 高知県 × ×

40 福岡県 ○ ○

41 佐賀県 ○ ○

42 長崎県 ○ ○

43 熊本県 ○ ○

44 大分県 ○ ○

45 宮崎県 ○ ○

46 鹿児島県 ○ ○

47 沖縄県 ○ ○

※○：参加　×：不参加

＜参加者数＞

リーダー 育成担当指導者 オブザーバー

男 23名 26名 2名

女 17名 16名 3名

計 40名 42名 5名

参加者数合計：

リーダー 育成担当指導者 オブザーバー

87名 （オブザーバー5名含む）
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○講師

氏名 所属 役職

・リーダー養成ワーキンググループ班長

・幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム
普及ワーキンググループ班員

祝原　豊 静岡大学 ・リーダー養成ワーキンググループ班員

・リーダー養成ワーキンググループ班員

・スポーツ少年団運動適性テスト検討ワーキング
グループ班員

○事務局

氏名

青田　慎太郎

田中　智也

石田　翔太郎

所属

公益財団法人日本スポーツ協会
　地域スポーツ推進部少年団課

順天堂大学辻川　比呂斗

吉田　繁敬 アイ・プラス株式会社

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会　スタッフ名簿
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
情報提供資料

今後のスポーツ少年団指導者に関する諸規程の改定
および

日本スポーツ少年団リーダー制度の改定について

公益財団法人日本スポーツ協会
日 本 ス ポ ー ツ 少 年 団

2019年6月15日（土）
全国スポーツ少年団リーダー連絡会 情報提供

Copyright 2019 Japan Junior Sport Clubs Association.
１ 令和元年度全国リーダー連絡会 情報提供 Copyright 2019 Japan Junior Sport Clubs Association.

情報提供の流れ

２.スタートコーチ（スポーツ少年団）の養成

１.今後のスポーツ少年団指導者に関する諸規程の改定に至る背景

３. 日本スポーツ少年団リーダー制度の改定について

２

令和元年度全国リーダー連絡会 情報提供 Copyright 2019 Japan Junior Sport Clubs Association.

１.今後のスポーツ少年団指導者に関する諸規程の改定に至る背景

3

【スポーツ少年団に求められている役割や期待】

➢ 地域社会において、「スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献する」存在と
なること

➢ 「スポーツ基本計画」や「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」
等、国の施策にスポーツ少年団の名称が明記されており、それらの期待に積極的
に対応すること

➢ 自発的にスポーツを選んでくれた子どもたちに対し、責任を果たすこと

※詳細：配布資料「スポーツ少年団指導者に関わる制度等の改定について」を参照

スポーツ少年団で指導をすること＝社会的な役割を果たすこと

令和元年度全国リーダー連絡会 情報提供 Copyright 2019 Japan Junior Sport Clubs Association.

１.今後のスポーツ少年団指導者に関する諸規定の改定に至る背景

４

【これからのスポーツ少年団指導者】

➢ 2020年度より、スポーツ少年団有資格指導者を、日本スポーツ協会公認スポーツ
指導者制度に基づくスタートコーチ（スポーツ少年団）として養成

➢ 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格保有者は、4年間に一度、資格更新研修
を受講する必要があり、常に学び続ける指導者である。

これまでスポーツ少年団が
養成してきた指導者

これからスポーツ少年団が
養成する指導者

名称 スポーツ少年団認定員 スタートコーチ（スポーツ少年団）

資格の
位置付け

スポーツ少年団が独自に定める
資格

日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制
度に位置付けられる

再学習の
機会

永年資格のため、再学習の必要
はない

4年間に一度、資格更新のための研修を
受講する必要がある

令和元年度全国リーダー連絡会 情報提供 Copyright 2019 Japan Junior Sport Clubs Association.

２.スタートコーチ（スポーツ少年団）の養成

（1）JSPO公認スポーツ指導者制度におけるスタートコーチの位置付け

スタートコーチ

コーチ１

コーチ２

コーチ３

コーチ４

教師

上級教師

ジュニアスポーツ指導員

スポーツプログラマー

アシスタントマネジャー

クラブマネジャー

SL※・新SL（仮称）

アスレティックトレーナー スポーツ栄養士

<メディカル・コンディショニング資格>

<フィットネス資格>

<マネジメント資格>

<競技別資格> <競技別資格>
（教師）

共通Ⅳ

共通Ⅲ

共通Ⅱ

共通Ⅰ

共通 専門

専門

専門

専門

専門専門

専門

専門専門

専門

専門共通Ⅳ

共通Ⅲ

共通Ⅱ

共通Ⅰ

共通Ⅳ

専門共通Ⅲ共通Ⅲ共通Ⅲ

共通Ⅱ

共通Ⅰ専門共通Ⅰ

共通Ⅰ

共通Ⅰ

※ SL：スポーツリーダー

5 令和元年度全国リーダー連絡会 情報提供 Copyright 2019 Japan Junior Sport Clubs Association.

２.スタートコーチ（スポーツ少年団）の養成

（2）スタートコーチ（スポーツ少年団）養成カリキュラム〔専門科目〕

1. スポーツ少年団の理念と意義

（1）スポーツ少年団の理念・意義

（2）日本スポーツ少年団指導者綱領・団員綱領

2. ジュニア期のスポーツ指導

（1）発育・発達に合わせた指導

（2）幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム（ACP）※

（3）運動適性テスト※

3. 安全・安心なスポーツ環境の整備

（1）リスク管理

（2）反倫理的行為の根絶

６

※ 幼児期からのACP及び運動適性テストは座学として実施し、
単位団活動において幼児期からのACP、運動適性テストを取り入れる意義等を学習する。

学習時間：自宅学習が８時間以上、集合講習が７時間以上の計15時間以上
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
情報提供資料

令和元年度全国リーダー連絡会 情報提供 Copyright 2019 Japan Junior Sport Clubs Association.

３. 日本スポーツ少年団リーダー制度の改定について

（１）日本スポーツ少年団リーダー制度

７

【リーダー制度概要】※詳細は別紙「日本スポーツ少年団リーダー制度」参照

・ 制 度 目 的 ： スポーツ少年団における青少年リーダーを組織的に整備
日常の活動を通じ個々の資質と技能の向上をはかり、将来のス
ポーツ少年団指導者を育成する

・ 受 講 年 齢 ： １．ジュニア・リーダー
小学校 5 年生以上中学生までの者

２．シニア・リーダー
義務教育を終了した 20 歳未満の者。

・学習時間数： １．ジュニア・リーダー
リーダー制度に定めるプログラム内容を含む20 時間以上。

２．シニア・リーダー
リーダー制度に定めるプログラム内容を含む40 時間以上。

・そ の 他： シニア・リーダーが日本スポーツ少年団指導者制度に定める要件
を満たした場合、「スポーツ少年団認定員」へ資格移行する。

令和元年度全国リーダー連絡会 情報提供 Copyright 2019 Japan Junior Sport Clubs Association.

３. 日本スポーツ少年団リーダー制度の改定について

（２）日本スポーツ少年団リーダー制度の改定

８

【課題】

 スポーツ少年団活動と中学校・高校部活動の両立の困難

 進学や就職をきっかけに、活動地域を離れてしまうことによるリーダー活動の停滞

【日本スポーツ少年団リーダー制度の改定に係る検討事項】

➢ シニア・リーダーから「スタートコーチ（スポーツ少年団）」への資格移行

➢ リーダーに求められる役割や望ましいリーダー像の整理

➢ シニア・リーダースクール カリキュラムの検討

➢ 継続的にリーダー活動に取り組み、将来指導者としてスポーツ少年団活動に取り
組める環境の整備
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
講義資料

令和元年度 全国リーダー連絡会

アイ・プラス株式会社 代表取締役
日本スポーツ少年団 リーダー養成WG班長

幼児期からのACP普及WG班員

吉田 繁敬（よしだ しげよし）

オリンピックが大切にしている考え方
（オリンピズム）

体・心・頭のバランスが
とれた人間を育てる

国の枠を越えた交流で
平和な社会を築く

オリンピックとは、この考え方を
実現するための活動

オリンピック・ムーブメント
4

理念に共感する人たちが
協力して一緒につくっていくもの

オリンピックとパラリンピックとは、スポーツ選手や
スポーツに興味をもつ人たちだけが関わるものではなく

5

【オリンピズム】

「スポーツを通して心身を向上させ、さらには文化・国籍など
様々な差異を超え、友情、連帯感、フェアプレーの精神をもって
理解し合うことで、平和でよりよい世界の実現に貢献する」

（ピエール・ド・クーベルタン）

【スポーツ少年団理念】

• 一人でも多くの青少年にスポーツの歓びを提供する

• スポーツを通して青少年のこころとからだを育てる

• スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献する

「オリンピズム」と「スポーツ少年団理念」

8



令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
講義資料

心身の健全育成（人間形成）

スポーツ活動（練習・試合）

目的

手段

「目的」と「手段」

競技化が進み、活動種目が単一化

→勝つことだけを求め、不適切な指導

・スポーツの厳しさや苦しさが際だった指導

スポーツ少年団の現状と課題

燃え尽き症候群

運動嫌いの子どもたち

1日あたり２～３時間程度

１週間に２～３日

→身体的、精神的に過度な負担がなく、意欲

をもって参加できる活動量

・単位スポーツ少年団活動の目安

スポーツ少年団の現状と課題

ルールにこだわり過ぎず、自発的な運動を育

むような環境づくり、仕掛け

→子どもたちにとって楽しく興味がもてる

活動プログラムの提供

→一人でも多くの子どもにスポーツの歓び

を提供する

・子どもたちが本当に望むスポーツ活動とは

スポーツ少年団の現状と課題

第3章 今後5年間に総合的かつ計画的に取り組む施策
1 スポーツを「する」「みる」「ささえる」スポーツ参画人口の拡大と、

そのための人材育成・場の充実

（１）スポーツ参画人口の拡大

② 学校体育をはじめ子供のスポーツ機会の充実による運動習慣
の確立と体力の向上

【具体的施策】
ケ 国は、日本体育協会（日体協）と連携し、総合型クラブ、スポーツ

少年団の活動に関する情報を発信して、参加を促進させることによ
り、複数種目や多様なスポーツの経験を含む地域における子供の
スポーツ機会の充実を図る。

第2期「スポーツ基本計画」（スポーツ庁）

第２期「スポーツ基本計画」（平成29年３月24日策定）

１
（ NHK, クローズアップ現代より）
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
講義資料
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身体を動かさない子どもたち

平成29年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（2018）

420分未満

1週間の総運動時間の分布（小学５年生）
男子

女子

1週間の総運動時間の分布（中学2年生）

身体を動かさない子どもたち

平成29年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（2018）
420分未満

男子

女子
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明らかな差

1985年平均値

1日60分以上の身体活動により
1985年と同じ水準に
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
講義資料
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平成29年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（2018）

明らかな差

1985年平均値

1日60分以上の身体活動により
1985年と同じ水準に

26.5 

55.9 

89.3 

40.0 
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420分未満

420分以上

運動やスポーツが好き・きらい

（男子）

好き

やや好き

ややきらい

きらい

平成22年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（2010）

21.3 

45.7 

78.9 

32.3 

35.4 
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14.7 

3.8 
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420分未満
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運動やスポーツをもっとしたいと思う

（男子）

思う

やや思う

あまり思わない

思わない

平成22年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（2010）

身体を動かさない子どもたち

・ ３人に２人は「運動・スポーツが好き」

・ ２人に１人は「運動・スポーツがしてみたい」

この子たちをほっておけないでしょう！

平成22年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（2010）

スポーツ少年団に期待される役割

◼ 一人でも多くの青少年にスポーツの歓びを提供する(子どものスポーツ習慣の定着)

幼児受け入れのための環境整備

◼ スポーツを通して青少年のこころとからだを育てる(豊かな人間性・社会性の育成)

スポーツ少年団の理念の普及・実践

オリンピック精神の普及

• 一人でも多くの青少年にスポーツの歓びを提供する
• スポーツを通して青少年のこころとからだを育てる
• スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献する

＜スポーツ少年団の3つの理念＞

◼ スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献する

1

2

3

日本スポーツ少年団第10次育成6か年計画 ‐アクションプラン2017‐

「スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献しよう」
４

子ども時代の
身体活動

大人になって
からの身体活動

Boreham and Riddoch（2001）一部改変

C
D E

子ども時代の
健康

大人になって
からの健康

A

B

子ども時代の
身体活動
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
講義資料

スポーツ少年団に期待される役割

◼ 子どものスポーツ習慣の定着

➢ 平成26年度に幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム(ACP)完成
→ プログラムの開発

➢ 平成27年度から幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム(ACP)普及講習
会を実施

➢ 平成28年度から同講師講習会を実施
→ 指導者・指導者養成講師の養成

➢ 平成29年度登録から団員の登録年齢引き下げ
(原則、小学生以上 → 3歳以上)

→ 規程の整備

• 平成29年度から幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム都道府県普及促進研修会を実施
• アクティブ・チャイルド・プログラム総合サイトの充実

主な今後の展開

⚫ 幼児期によくからだを動かして遊ぶ経験をした子どもは、その後も活動的な傾向にある
⚫ 生涯にわたる心身の健康づくりの観点からも、まずは幼児がからだを動かす楽しさにふれ、その継

続による運動習慣づくりに努めることが大切
(幼児期からのACPガイドブック／公益財団法人日本体育協会)

幼児受け入れのための環境整備1

５

5歳児になっても、

「階段の昇り降り」「靴の履き替え」など

→片足でバランスがとれない

→多様な動きを身につけることは、健康で

安全な生活を送る上でとても大切です

２. からだの操作が未熟な幼児が増えている

身体活動・運動・体力の現状と問題点

「特定のスポーツだけ取り組む」

→多様な動きを身につけることが大切です。

→幼児が興味をもって遊びに自発的に関わ

ることが重要です。

３. 自発的な運動の機会が減っている

身体活動・運動・体力の現状と問題点

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 19181716

年

間

発

達

量

年齢（歳）

宮下（1980）一部改変

体力・運動能力要素はいつ発達するか 小学生交流大会出場者の生まれ月分布

0.0	
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30.0	

35.0	

40.0	
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日本陸上競技連盟（2013）
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
講義資料

日本陸上競技連盟（2013）

全国大会出場者および代表選手の生まれ月分布

児童質問紙調査の結果8

［ 質問1 -2 ］　  質問1 で「 ややき ら い・ き ら い」 と 答えた人は、 何がき っ かけでき ら いになり まし たか。 あてはまる も の

を すべて選んでく ださ い。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他

先生や親にしかられたから

友達の前ではずかしい・ 冷やかされることがあったから

小学校入学前から体を動かすことが苦手だったから

小学校の授業以外の場でうまくできなかったから

小学校の授業でうまくできなかったから

（ % ）

女子

男子
24 .6

33 .9

12 .6

10 .1

50 .0

59 .9

16 .1

17 .9

4 .3

2 .3

27 .9

18 .2

［ 質問1 ］　 運動（ 体を動かす遊びをふく む） やスポーツをすること は好きですか。 →
ク ロス
集計 ［ 質問3 ］［ 質問2 3 ］［ 質問2 4 -2 ］

やや好き　 ややきらい　 きらい

（ % ）

好き　

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

74 .5 19 .7

4 .1

1 .7

55 .1 32 .5 9 .3 3 .1

●男子

●女子

40

45

50

55

60

65

きらいややきらいやや好き好き

56 .1

48 .4

42 .1

（ 点）

44 .3

全国平均　 53 .9点 

●男子

40
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50

55

60

65

きらいややきらいやや好き好き

58 .3

52 .2

45 .8

（ 点）

48 .5

全国平均　 55 .0点 

●女子

［ 質問1 ］ と 体力合計点と の関連　

711 .7711 .7

（ 分）

330 .1330 .1

213 .8

0
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400
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1 ,000

きらいややきらいやや好き好き

168 .3

●男子

0

200

400

600

800

1 ,000

きらいややきらいやや好き好き

（ 分）

242 .0242 .0

125 .6

454 .3454 .3

167 .0

●女子

［ 質問1 ］ と 1 週間の総運動時間と の関連　

C D  

C D  

122/  第3章  基礎集計（ 平成26年度）

平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）

運動（遊び・スポーツ）がきらいな理由
何がきっかけできらいになりましたか？

自己効力感や有能感が
育まれていない可能性

小学校の授業で
うまくできなかったから

小学校の授業以外の場で
うまくできなかったから

小学校入学前から体を動か
すことが苦手だったから

友達の前ではずかしい・冷や
かされることがあったから

先生や親に
しかられたから

その他

体力低下

➢ 身のこなしが下手，動きが未熟

動きの質の低下

日常動作・スポーツ動作に反映

・・・自分の身体をうまくコントロールできない

立ち幅跳びのパフォーマンス評価

量的（優劣）

○△ｃｍ

どれだけ どのように

/ 質的（介入・指導）

動きの質を高める運動プログラム

スポーツ
遊び

・伝承遊び
・運動遊び

身体活動
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～ブロックリーダー研究大会の開催報告と
成果・問題点のポスター報告～

　全体発表会　
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全体発表会 発表資料 

 

● 北海道・東北ブロック （北 海 道） P16～17 

● 関東ブロック     （栃 木 県） P18～19 

● 北信越ブロック    （長 野 県） P20～21 

● 東海ブロック     （静 岡 県） P22～23 

● 近畿ブロック     （和歌山県） P24～25 

● 中国ブロック     （島 根 県） P26～27 

● 四国ブロック     （愛 媛 県） P28～29 

● 九州ブロック     （熊 本 県） P30～31 

 

15



令和元全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（北海道）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

1

◆期日

平成３０年１０月６日(土）～１０月８日(月)

◆場所

ネイパル森 （北海道）

テーマ リーダー力を鍛えよう

テーマ
設定理由

リーダーに求められることや大切なこととは何、
と考えたとき、まとめること、行動力、責任感、などが
挙げられた
それらの項目をまとめて、リーダーになるための力をこ
の研究大会で身につけたいと思ったから。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

2

◆参加対象
北海道・東北各県のリーダー 4名
北海道・東北各県のリーダー育成担当の若手指導者
参加枠を超えての申し込み可

◆参加者

北海道 リーダー 4名 指導者 1名

岩手県 2名 1名

宮城県 3名 1名

秋田県 5名 1名

山形県 3名 0名

福島県 4名 2名

運営指導者・事務局 8名(北海道)

◆経費 参加費無料 交通費補助

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

3

◆日程

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

4

A 自己紹介・活動報告

B スポーツ活動

C 講習１ プレゼンワーク

Ⅾ 講習２ 「リーダー」から学ぶこと

E 活動１スポーツ指導実践 プログラム実践

F ディスカッション～現状と今後を考える～

G ディスカッション～各道県目標報告書～

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

5

Ｄ リーダーから学ぶこと

指導者が考えるリーダー像とは何か、

今のリーダー達へ伝えたいこと、

現役のリーダーが聞いてみたいこと、不安に思うこと

これからの北海道・東北ブロックを盛り上げていくために

必要なこと…など

全員で円になり話し合いの場を設けた

→ 各道県の悩み、個人の悩み、気になっていたことなど

全員で共通の話題について話し合うことで情報交換をすることが
できた

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

6
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令和元全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（北海道）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

7

Ｅ スポーツ指導実践 プログラム作成・実践

リーダー研修等での初対面の小学生向けのスポーツプログラムを作成
＊実践はスポーツ活動につなげるための導入部分のみ

スポーツ 対象
バスケット 低学年
バスケット 高学年
サッカー 低学年
サッカー 高学年
１班 ５～６人 × ４班

午前で指導案作成 午後から体育館で実践・発表

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

8

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

9

Ｆ ディスカッション
～現状と今を考える～
①各道県に分かれて話し合う
(活動状況、課題の洗い流し、悩み等確認)
②スポーツ実践の時の班で情報を持ち寄りさらに話し合う
(各道県の悩み、取組み等共有 他県のためにできることとは)

～各同県目標設定～
1日目のディスカッションを元に来年度の研究大会までにできること
やることをピックアップ
また、今回のテーマ リーダー力を鍛えるため にできること
やることをそれぞれ各道県で話し合い全体で発表

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

10

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

11

◆大会を開催した成果、反省、課題

成果

「各道県の悩み、不安、積極的に行ってることなどを共有しあって情報交
換ができた。

研究大会以降の目標、取り組んでいくことを明確にできた

今回のプログラムを通してリーダー自立のための一歩になることを学ぶこ
とができた

今回のテーマである ～リーダー力を鍛えよう～ を達成しようと個々人
が積極的に活動に取り組めた」

反省

「 最後、研究大会テーマについてまとめる際に全員のテーマのとらえ方
が違っていて混乱があった

」

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
北海道・東北ブロック（担当：北海道リーダー代表者 甲谷 一乃）

12

これからの課題

・東北ブロック研究大会を日独交流くらい楽しめる会にする

・過去のプログラムを活用して今のリーダーにあったプログラムを作成す
る

・文集や動画を使って、今回参加できなかったメンバーやこれから入会す
る予定の中高生へ研究内容を伝える

〇北海道リーダー会としてできること

→リーダー自立のための一歩としてリーダーで役割分担をしてできること
を増やす

毎月開催の定例会出席率を上げる

リーダー間の交流を今以上に増やす

◆昨年度の全国リーダー連絡会で協議・検討したことがどれくらい生かさ
れたか

全国のリーダー会の情報を共有することで次回以降の研究大会の発展へ大
きく繋げることができた。
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（栃木県）

栃木県大会

大会テーマ

関東ブロック内スポーツ少年団リーダーの相互研修を通し、各都
県及びリーダー会の設置を促進するため、関東各都県スポーツ少
年団スポーツ少年団リーダー代表によるブロック内の研究大会を
開催する。

理由：リーダー会の資質（物理的なものは除く）の向上

期日 平成30年10月20日(土)～21日(日)

※受付 12：30～/解散 13：00予定

会場 今市青少年スポーツセンター

参加対象 下記事項を満たす者で、関東各都県スポーツ少年団本

部長の推薦する者

(1)リーダー

ア、平成30年度スポーツ少年団に登録している者。

イ、原則シニア・リーダー認定者で都県リーダー会に加入している者。

ウ、スポーツ少年団活動に対し、積極的に参加し、自分自身の意見を持ち、

集団生活に際し、規則正しい行動のとれる者。

指導者

ア、平成30年度スポーツ少年団に指導者登録している者。

イ、関東各都県スポーツ少年団において、リーダー育成の

中心的存在である指導者。

ウ、集団生活に優れ、今後のスポーツ少年団活動に意欲を

持っている者。

経費 一人当たり2000円

運営スタッフの体制・運営方法

スタッフ5名 役員7名

タイムキーパー、会場設営・撤去など

参加者

※今大会は神奈川県は不参加

都道府県名 栃木県 埼玉県 山梨県 群馬県 千葉県 茨城県 東京都

リーダー 5名 4名 3名 3名 3名 1名 1名

指導者 1名 1名 1名 1名 1名 1名 1名

合計 6名 5名 4名 4名 4名 2名 2名

大会概要
• 基調講演 富田 寿人先生

講演テーマ「リーダーとは？」

「リーダー研究でやるべきこと」

• 分科会①(対談形式)

事前に各都県の強み、弱みなどを出してもらい、対談をするこ
とで各都県の理想のリーダー会に近づける。

各都県の一対一の対談で行った。

例 山梨ー茨城 群馬ー千葉 東京ー栃木 埼玉

各都県で抱えている共通の弱みやその都県にない強みを話し合
うことで各都県のレベルアップをすることができた。
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（栃木県）

大会概要
• 創作レク

場所 体育館 対象年齢 小学生４～６年生 男女

内容 プログラムの空き時間を埋めるレクリエーションの創作

各都県を混ぜて３チームに分けた。

２時間でレクリエーションの創作ができ、レクリエーションの

幅が広がり、レクリエーションの創作力がついた。

• 全体会① 分科会まとめ

各都県で理想のリーダーに必要な「質」を出し合い、各都県ごとの「質の向上」に

必要なことは何かを見つけ課題とした。

大会概要

• 全体会② 今後の関東ブロックリーダー研究大会について

三巡目を迎え…

・引継ぎノートの継続

・委任状制度の導入検討

・事前研修の再開検討

大会を開催した成果・改善点・課題

• 各都県の強み、弱みのアンケート事前に取り、話し合いのテー
マを深く掘れ、各都県の状況を共有できた。

• 会議が長引くことが多かったので上手いまとめ方ができればよ
かった。

• 発言をする人が決まってしまっていて様々な人から意見を聞け
なかった。また進行役として発言者をうまく配分できなかった。

• 分科会①での対談の時間が足りなかったので、もう少し時間を
とれるようなタイムスケジュールを目指したい。
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（長野県）

北信越ブロック研究大会（報告）

（発表者）北信越ブロック代表

長野県リーダー会

研究大会テーマ
スキルアップ～違う視点から見てみよう～

• テーマ設定の理由

スポーツ少年団で活動するリーダーとして今までの視点にとらわれ
ることなく様々な観点から目を向けることで知見を深め今後の活動に
活かしていけるようにした。

○日程 平成３０年１０月２７日（土）～１０月２８日（日）

○場所 長野県 長野市青少年錬成センター

参加対象
リーダー、育成担当指導者（若手指導者） 各県１０名

福井県 石川県 富山県 新潟県 長野県 合計

リーダー １名 ８名 ５名 ２名 ９名 ２５名

指導者 １名 ２名 １名 ２名 １名 ７名

合計 ２名 １０名 ６名 ４名 １０名 ３２名

経費 参加料：３，０００円 交通費：自己負担

○運営の体制○
運営スタッフ ： 長野県リーダー会高校生以上リーダー ・ スポーツ少年団指導育成部会

また、研究大会開催にあたり各県代表者２名参加による事前会議を実施し（９月）、出席した各県
リーダー代表にも運営の協力をいただいた。

運営方法 ： リーダーを主体に運営

日 程

１日目 １０月２７日（土）

13：00 受付

13：30 開会式

14：00 各県活動報告

日独同時交流活動報告

15：00 アイスブレイク

15：30 障がい者スポーツ体験

18：00 夕食

19：00 障がい者スポーツ体験を振り返る

19：30 班別ディスカッション

20：30 入浴・自由交歓

２日目 １０月２８日（日）

6：30 起床・荷物整理・掃除

7：30 朝食

8：30 掃除・活動準備

9：30 班別ディスカッション（ACP）実践

11：30 ACP改善・成果発表

12：00 昼食

13：00 旗作り・記念撮影

14：00 閉会式

◆プログラム概要

＜障がい者スポーツ体験＞
長野県障がい者スポーツ協会より講師を派遣いただき体験を行った

体験種目 ： ①ボッチャ ②シッティングバレー

（講師）

長野県障がい者スポーツ協会

地域コーディネーター 加藤 正 様

・長野冬季パラリンピック 出場

・シッティングバレー強化指定選手

◆プログラム概要

①ボッチャ体験

・年齢問わずチームが組め、競技としての認知度も高いため参加者も経験したことがある人が

多かった

競技者として体験したことがある人が多かったため、

審判のやり方を詳しく説明していただき、チーム毎交代で実践

審判を経験できたことで、

各県・単位団でも交流活動の

一環として運営が可能に
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（長野県）

◆プログラム概要
②シッティングバレー

通常のバレーと違い腰から下を床より浮かせるとルール違反となる

（１）まずは怪我をしない （２）円形を組んでトス練習 （３）いざ、試合

ように体勢を確認

チーム対戦は

うまく試合が

できず

全員参加

動きが制限されるのでバレー経験者も思うように身体が動かない・・ の試合に

◆プログラム概要

（障がい者スポーツを体験を振り返る）

今まで思っていた事、体験してみて変化した事を書き出してもらった
（一例） ○体験して変化したこと

○今まで感じていたこと ・健常者より障がい者の皆さんの方が現状を

・障がい者スポーツの認知度が低い 楽しむようにスポーツをしていると感じた

・身体に障がいがある方は生活が大変そう ・思っていたよりルールは簡単で誰でもできるし

・どう接していいかがわからない 一緒に楽しめる

・できる、できないのボーダーラインを決めて

いたのは自分たちで、工夫すれば一緒に

に活動できる

○これからやっていきたい事
・もっといろいろな障がい者スポーツを体験し、一緒に試合ができるようになりたい！！
・今回の経験を周りに伝えていき、障がい者スポーツについてもっと知っていきたい、広めたい
・東京パラリンピックが楽しみになった、注目していきたい

◆プログラム概要

＜班別ディスカッション＞ ACP考案・研究大会の今後を考える

◎ディスカッション班分け

・中学生 班（アドバイザーとして高校生の運営委員１名配置） 昨年度の研究大会で

・高校生 班（リーダー活動歴が５年未満） 中学生主体の班を編成

・高校生・社会人班（高校生はリーダー活動歴が５年以上） 一定の成果があったため

本年も中学生主体の班を編成

中学生と高校生班はACPを考案し、高校生・社会人班は今後の研究大会の活動方針を検討

◆プログラム概要
＜ACP実践＞
実践するにあたって各自に役割分担し、注意点や改善点の書き出しを行った

ACP考案班・・・ 実技参加者目線

高校生・社会人班 ・・・ 指導者・運営リーダー目線

（実践を行う上で工夫したこと）

・各自の見る目線を決めることで的確な意見を出せるように工夫する

・付箋で書き出す方式にしたことで思った事をそのまま記入する

ことができる

・目線を決めた事で観察力を養い参加者が今後

リーダー ⇒ 指導者 に近づいていくためのステップアップの

きっかけづくりとした

◆プログラム概要

＜ACP改善 成果報告＞

参加者が記入した意見をもとに考案したACPをブラッシュアップ

具体的に変更した点を全員の前で報告した

高校生・社会人班は今後の活動方針の話し合い結果の発表

（ACP活動全体を通して）

・普段「運営」という立場になる機会があまりなく、今後リーダー活動を

積極的に行っていく上では必ず必要になるスキルになる。

運営をスムーズに行うためには経験を積んでいくことが重要であり、

その機会はこれからも研究大会でつくっていく。

・ACP自体は対象年齢が幅広い活動になるので、対象者に合わせた工夫

が必要。その点を指摘する意見が多かったのでどの年代も学ぶ場に

なった。中学生には運営方法を含め特にいい経験になったと思う。

大会を開催した成果、反省、課題
（成果）

・外部講師を招いてプログラムを行った事で、新たな見識を高めることができた。外部講師を招いての活

動は中々単位団活動では行えないので参加者・指導者含めとてもいい機会になった。

・中学生主体の活動方法を取り入れたことで、中学生リーダーの発言機会が増え、積極的に意見を言え

る環境を作る事ができた。

（反省）

・運営が混乱する事が多かったので事前の役割分担などの明確化はもっと細かくやらなければならな

かった。また事前会議に参加した開催県以外のリーダーにも運営協力をいただく場合は事前会議で

ある程度分担できるように事前会議を有意義な場とする工夫をしていく必要がある。

（課題）

・何回も参加しているリーダーも増えてきているため活動内容を発信するなどして新規参加者を増やし、

各県のリーダー活動を活性化させる方法を考えていく。
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（静岡県）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

1

◆期日

平成31年3月16日(土）～3月17日(日)

◆場所

静岡県立三ヶ日青少年の家 （静岡県）

テーマ 障がい者スポーツ

テーマ
設定理由

2020年にオリンピック・パラリンピックが開催されるに
あたって、パラリンピック競技の認知度が低いという点
から、障がい者スポーツについての知識を深めるため。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

2

◆参加対象

リーダー、指導者

◆参加者（内訳）

静岡県 愛知県 三重県 岐阜県 合計

リーダー 13名 11名 11名 14名 49名

指導者 2名 2名 1名 3名 8名

合計 15名 13名 12名 17名 57名

◆経費

参加料：リーダー1人あたり3,500円、指導者1人あたり4,000円

旅費：参加者負担

◆運営スタッフの体制・運営方法

開催県が運営準備、開催県リーダー・指導者が開催準備

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

3

◆日程

１日目：3月16日（土） ２日目：3月17日（日）

12：00 受付
12：30 開会式・オリエンテーション
13：00 講義

『障がい者スポーツの理念と意義等』
講師 大胡田 茂夫先生

（静岡県障害者スポーツ指導者協議会）
15：00 実技

『ボッチャ体験』
17：30 夕べのつどい
18：00  夕食
19：00 グループワーク

『障がい者スポーツと普通のスポーツ
の違い』
20:30   発表

6：30 起床・清掃・荷物整理
7：10 朝のつどい
7：40 朝食
9：00 意見交換

『リーダー会での問題点と改善点』
12：00 昼食
13：00 発表
14：00 閉会式

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

4

◆プログラム概要

１．講義

「障がい者スポーツの理念と意義等」

大胡田 茂夫先生
静岡県障害者スポーツ指導者協議会

概要

「身体障害者の区分

障がい者スポーツの魅力

障がい者スポーツの理解

障がい者スポーツの課題と意義 」

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

5

◆プログラム概要

１．講義

・リーダーの感想

「障がい者と障がい者スポーツについて

知識を深めることができた。

障がい者について一般の人への理解が

まだまだ足りない。」

・考えられる課題

「障がい者スポーツを支援する指導者や

ボランティア不足。

利用する施設のバリアフリー化。」

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

6

◆プログラム概要

２．グループワーク

「テーマ：障がい者と普通のスポーツとの違いはあるのか」
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（静岡県）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

7

◆プログラム概要

２．グループワーク

・リーダーの意見

「使用する道具やルールはもちろん異なるが スポーツを純粋に楽しんだり、技を競い合
う、という点では特に違いはないのではないか。

障がい者スポーツを取り巻く

環境が充実していないため、

一般社会になかなか

浸透しない。」

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

8

◆プログラム概要

３．意見交換

「リーダー会での問題点と改善点」

「 それぞれの班で問題点を話し合った後に

ワールドカフェ形式で問題点の共有を行い、

各班でそれらの問題点の中から2～3個程度

ピックアップして、ピックアップした問題点

に対する解決策を話し合い、発表した。」

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

9

◆プログラム概要

３．意見交換

「リーダー会での問題点と改善点」

「 東海4県のリーダーで話し合ったため

各県だけでは出ないような問題点が挙がった。

①東海それぞれでルールが違う

（スマホの使用・身だしなみ等）

ため、東海4県で行う行事には東海で共通の

ルールを決めるべき。

②下級生リーダーの育成・引き継ぎ。

③リーダーとしての自覚のなさ

（挨拶をしない、返事がない等）。」

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
東海ブロック（担当：静岡県リーダー代表者 福本 巧）

10

◆大会を開催した成果、反省、課題

成果

「 2020年に行われるパラリンピックに向けて、障がい者と障がい者スポーツ
について知識を深めることができた。

ボッチャという競技を認知でき、みんなで楽しむことができた。

東海4県でリーダー会での問題点を話し合うことで問題点や解決策を共有でき
た。」

反省

「 リーダーとして基本のこと（挨拶・返事・10分前行動、5分前集合等）が
できていなかった。

講義をしてくださった静岡県障害者スポーツ指導者協議会へ今回開催した
リーダー研究大会の目的を詳細に伝えられなかったため、講義内容のすれ違
いが起きてしまった。」
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（和歌山県）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

1

◆期日

平成３０年６月２日(土）～６月３日(日)

◆場所

和歌山県立紀北青少年の家（和歌山県）

テーマ スローガン：「KINKI step by ステップ．」
～今までの成果を糧に更なる発展～
大会テーマ：繋いだ道 ～legacy road～

テーマ
設定理由

１巡目は「近畿はひとつ」をスローガンに親睦を深め、２巡目は「ステップup近畿～資質・技
術・連帯感～」をもとに本質を見直し、進歩した近畿を目指してきました。３巡目では「近畿
全体で若手指導者育成の足並みを揃え、成果が確実に見えるような議論を」とスタートしてき
ました。１巡目、２巡目で築き上げたものを土台に成長していく過程で、それぞれが前に進む
ために、刺激しあい進化を遂げられる研究大会にしたいという想いでこのスローガンになりま
した。「step by ステップ」には、着実に一歩一歩コツコツと、という意味や、以前の歩みあっ
てこその歩み、といった意味が込められています。着実に現実を見つめながら、近畿一丸と
なって進んでいきたいという想いです。今回リーダー研究大会３巡目の終盤を迎えるにあたり、
サブタイトルである～今までの成果を糧に更なる発展へ～をより深く掘り下げ、現在に至るま
でに繋いだ道を再確認しより未来に向けた道を繋げるようディスカッションしていきたいと思
いテーマを前年の全国リーダー連絡会においてブロックにて確認をしテーマ設定しました。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

2

◆参加対象

リーダー（若手・中堅・ベテラン）、育成担当指導者（若手・ベテラン）

◆参加者（内訳）

和歌山
県

大阪府 京都府 滋賀県 兵庫県 奈良県 合計

リーダー ３名 ２名 ３名 ２名 ３名 ０名 13名

育成担当
指導者

３名 ２名 ２名 ２名 ２名 ０名 11名

合計 ６名 ４名 ５名 ４名 ５名 ０名 24名
◆経費

参加料：無料 旅費：参加者負担

◆運営スタッフの体制・運営方法

開催県が運営準備、開催県リーダー会会員・育成担当指導者が開催準備

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海））

3

◆日程

１日目：６月３日（土） ２日目：６月４日（日）

14：00 受付
14：30 開会行事・オリエンテー

ション
15：00 近畿ブロックスポーツ少年
団スポーツ少年大会について
15：30 交歓交流活動
16：00 障がい者スポーツ

「ボッチャ」実践
17：00 分散会①
18：00 夕食
19：30 研究分散会②

「トレーナを学ぶ」
20：30 入浴・就寝

6：30 起床・洗面・朝のつどい
清掃・荷物整理

7：30 朝食
9：30 救命・スポーツ実践活動
10：30 分散会③
12：00 昼食
13：00 分散会④
14：00 全体会
15：30 閉会行事

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

4

◆プログラム概要

１．近畿ブロックスポーツ少年団

スポーツ少年大会について

近畿ブロックでは、近畿ブロック研究大会

の翌年にブロックのスポーツ少年大会を開

催するよう取り決めており、当年度は兵

庫県で開催されるので、現在決まっている

プログラムやテーマ等を和歌山県開催の研

究大会において共有し、各府県持ち帰り周

知されるよう依頼をしました。

また大会開催時においてリーダーのおかれ

ている役割等についても発表しました。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

5

◆プログラム概要

２．交歓交流活動

研究大会の開催のスタートとして交歓交流

にて交流を深め、分散会においてより質

のよいディスカッションが行えるように、

交歓交流活動を行いました。交歓交流活動

のプログラムにおいてはＡＣＰ等を含めて

実施しました。

実施プログラム

・ＡＣＰ

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

6

◆プログラム概要

３．障がい者スポーツ「ボッチャ」実践

幅広いスポーツ少年団活動とリーダーから

指導者へのプロセスの中で、新しい見地を

発掘するために、パラリンピック種目でも

あるボッチャの実践活動を行いました。

開催市にて活動されている、総合型地域

スポーツクラブの指導者を招いて、ボッチ

ャ体験と審判についての指導をしてもらい

ました。
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（和歌山県）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

7

◆プログラム概要

４．研究分散会 「トレーナを学ぶ」

スポーツ少年団活動の中で団員からリーダ

ー、そしてリーダーから指導者へのプロセ

スの中で、正しい知識を身に着け、正しい

理解のもとに指導を行えるように、講習を

受けました。①子どもの成長、②ストレッ

チ、③レジスタリングトレーニング、④幸

せに・かっこよく・モテモテになる方法に

ついて実際のストレッチや遊びトレーニン

グを取り入れながら説明を受けました。

終了後に。質疑応答を実施し、リーダーや

指導者においても非常に有効な講習を聞く

ことができました。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

8

◆プログラム概要

５．救命・スポーツ実践活動

スポーツ少年団活動を行うなかで、急病

やけがが起こった際に、正しい対処

法を実施できるように講習した。

研究大会に参加している指導者(救急救命士)

の指導による、ＡＥＤの使用実践をはじめ

脈拍の測り方、止血の仕方、搬送要領、

やけどの対応方法、過呼吸状態の対応、ホ

ームシックにおける対処等、スポーツ少年

団に関わるリアルな体験について学んだ。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

9

◆プログラム概要

６．分散会

分散会１・３・４

（リーダー：若手、中堅、ベテラン）

●若手リーダー
1）府県での役割と単位団での活動（情報交換）
2）平成30年の具体的スケジュール関わり（情報交換）
3）中堅、ベテランになるための目標（ディスカッション）
4）4巡目のスローガン（ディスカッション）

●中堅リーダー
1）成長の証と目指すべきゴール地点（ディスカッション）
2）平成30年の具体的スケジュールと関わり方
（情報交換・ディスカッション）

3）4巡目のスローガン（ディスカッション）

●ベテランリーダー
1）リーダーとして歩んできた道
2）リーダーとして歩んでいく道
3）平成30年の具体的スケジュールと関わり
4）4巡目のスローガン

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

10

◆プログラム概要

６．分散会

分散会１・３・４

（指導者：若手＆ベテラン）

●指導者
1）１巡目、2巡目、3巡目の振り返りと4巡目
（奈良県）にむけて

2）歩んできた道
3）歩んでいく道
4）組織的役割について
（大会主旨の確認、意義、方向性）

5）4巡目のスローガン
6）他ブロックとの共催
7）日本スポーツ少年団の方向性
8）その他

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

11

◆大会を開催した成果、反省、課題

成果

今年度の大会において特別成果を発生させたわけではないが、持ち回り

開催において、スローガンを共有し大会テーマを掲げて大会を実施する

事により、各参加カテゴリにおいて学習し、明日につなげるための活動

を実施できたと思う。また４巡目に向けての協議も実施することができ

たので、引き継いで実施されていく事ができればよいと思います。

反省

定められたスケジュールの中で、大会運営をしたのでプログラムの合間

合間が過密状態になり、プログラムごとに質疑や実践時間を多く確保す

ることが出来なかったので参加者に不便をかけてしまいました。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
近畿ブロック（担当：和歌山県リーダー代表者 神保 拓海）

12

◆大会を開催した成果、反省、課題

課題

大会自体においての課題については、指導者内にてディスカッションを実

施した。運営規模や運営方法について、引き続き取り決め事項として繋い

でいく事と、全国リーダー連絡会の開催時期変更等において対応を検討し

次年度以降の開催方法について、当研究大会の次年度以降の方向性を検討

した。また参加者自体における課題については各カテゴリにおいて参加協

議することにより認識することができた。

◆昨年度の全国リーダー連絡会で協議・検討したことが

どれくらい活かされたか

基本的にはブロック一巡において、スローガンを定め、大会府県の個別

テーマとして大会を引きついで実施している為、成果については十分に

に活かされていると思います
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（島根県）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
中国ブロック（担当：島根県リーダー代表者 西村 亮圭）

1

◆期日

平成30年8月17日(金)～8月19日(日)

テーマ より実践的に楽しさをつたえる
（リーダーとしての指導や団員との関わり方）

テーマ
設定理由

開催県として前回の研究大会のテーマを参考とし、より実践的に楽し
んでもらうためにACPの要素を含んだオリジナルプログラムを考案した。
・東京オリンピックを意識したバウムクーヘンづくり
・歴史や地域の要素を取り入れたカルタづくり
また、同時開催されるスポーツ少年大会のプログラムの一部を任せる
ことで、企画や実践をする楽しさを学んでもらう。

◆場所

施設名：島根県立少年自然の家
◆参加者内訳 岡山県 山口県 広島県 鳥取県 島根県 合計

リーダー 3名 2名 0名 0名 2名 7名

指導者 1名 1名 0名 0名 1名 3名

合計 4名 3名 0名 0名 3名 10名
◆経費

参加料：無料 旅費：参加者負担 運営費：県本部担当者に委任

◆運営スタッフの体制・運営方法

開催県が運営準備、開催県リーダー会会員・育成担当指導者・県本部事務局が開催準備

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
中国ブロック（担当：島根県リーダー代表者 西村 亮圭）

2

◆日程

1日目：8/17(金) 2日目：8/18(土) 3日目：8/19(日)
11:00 受付
12:00 昼食
13:00 開会式・オリエン
テーション
13:30 自己紹介・各県報告
15:00 創作活動
「バウムクーヘン作り」
16:30 講演
「海洋活動における安全管
理」
17:30 ＤＶＤ
「熱中症予防について」
18:00 夕食
19:00 キャンドルの集いの
事前準備
20:00 野外活動
「ナイトハイク＆星座の観察」

21:00 入浴・自由交歓
22:30 消灯・就寝

06:00 起床
07:00 朝の集い
07:40 朝食
08:30 荷物準備
09:00 日中交流報告
10:00 ディスカッション
「テーマ：リーダーとしての指導や団員と

の関わり方」

12:00 昼食
13:00 移動
13:30 「ＳＡＰ体験」
15:30 移動
16:00 炊飯活動

「竹筒飯盒・飯盒炊飯」

＆「バーベキュー」

19:00 活動運営
ｷｬﾝﾄﾞﾙの集いの運営及び補助
20:00 振り返り・意見交換
21:00 入浴・自由交歓
22:30 消灯・就寝

06:00 起床
07:00 朝の集い
07:40 朝食
08:30 荷物準備
09:00 ディスカッションと宿題
「テーマ：リーダーとしての指
導や団員との関わり方」
10:30 ディスカッション発表
11:30 閉会式
12:00 昼食
13:00 解散

研究大会のみ 共通プログラム

全国連絡会の報告を受け、過去から
の流れの把握

反省点とテーマについて協議
翌日以降のプログラムについて協議

キャンドルの集いの事前準備と実践

日中交流報告

ＳＡＰ体験

朝の集いの事前準備と実践

意見交換

ディスカッション（まとめ）と宿題

開会式

創作活動：バウムクーヘン作り
:カルタづくり

講義：海洋活動における安全管理
熱中症の予防について

ナイトハイク

炊飯活動：竹筒ご飯・バーベキュー

キャンドルの集い

3

◆共通プログラム概要
・自己紹介：不安な気持ちから楽しい気持ちに切り替わったことを認識させることが
目的の自己紹介。黒板に具体的な自分の気持ちを書いてもらい、どのように変化し
たのかを可視化した。

・講義「海洋活動における安全管理、熱中症の予防について(DVD)」：ライフセーバー
講師をお呼びし、翌日の海洋活動における注意点や事故にあった場合の対処法な
どを学んだ。
・炊飯活動：夕飯として竹筒飯盒を作った。初めての人が多かったが楽しくできた。

・創作活動 「カルタづくり」：団員とリーダーに中国五県の歴史的、文化的なスポット
の名前を伝えそれをもとに絵を描かせカルタを作っ
てもらった。知らないスポットは名前から類推したり
連想するしかなく（例えば宍道湖という名前から湖
を連想するといったもの）描く際戸惑う人が思惑通
り続出した。

4

◆共通プログラム概要
・創作活動「バウムクーヘン作り」

オリンピックムーブメントにちなんで

青→ミント 黄→レモン味 黒→ココア味

緑→抹茶味 赤→食紅のみ

の５色のバウムクーヘンをつくった。

慣れない作業と色に戸惑い驚きながらも、

楽しんで作ることができた。

・ナイトハイク：暗闇の中少しの明かりで山道を歩き
星の観察をした。

5
令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
中国ブロック（担当：島根県リーダー代表者 西村 亮圭）

6

研究大会のプログラムの一環として共通プロ
グラムの一部を企画・実践した。
・バウムクーヘン作り
・キャンドルの集い
・朝の集い
・炊飯活動

そしてその都度、反省や課題などを検討して
いった。
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（島根県）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
中国ブロック（担当：島根県リーダー代表者 西村 亮圭）

良かった点
・リーダー自ら動く意思は
感じられた 研究大会参加者の意欲

＞＞＞＞
主催者側の期待

7

課題

・最初のプログラムで緊張してい
た

・開催県側とリーダーとの意思
疎通が足りなかった

・バウムクーヘン作りでの振り返り

改善案

・わからないことがあったら
遠慮せずに指導者へ相談
する

・自分のするべきことを事前
に確認しておく

企画・実践
・団員への指示
・移動の際の誘導

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
中国ブロック（担当：島根県リーダー代表者 西村 亮圭）

8

企画・実践
・団員への指示
・バーベキュー、竹筒飯盒の手伝い

良かった点

・リーダー自身が片付けや火おこし
など積極的におこなっていた
・バーベキューがおいしかった

課題

・リーダーが一人で行動している時
があった

・団員への指示が不十分な時が
あった

改善案

・周りをよく見て自分のするべき
ことを考える。

・自分から周りの人に話しかけ
る

炊飯活動の振り返り

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
中国ブロック（担当：島根県リーダー代表者 西村 亮圭）

9

キャンドルの集いの振り返り

課題

・一生懸命になりすぎて動きが
固くなった。

・団員をうまくゲームの輪に入
れることができなかった
・声が小さい時があった

良かった点

・途中時間が余ることがあったが
臨機応変に対応できた（ミニゲー

ムをするなど）
・リーダー自身が楽しんでいた。

企画・実践
・ゲームの企画

震源地
船頭さんの言うとおり
アリさんぞうさん
天邪鬼
ダンスの指導・実践

改善案

・団員に積極的に声をかける
（馴染めてない人）

・笑顔でいることを意識する。
・声が届いていたか確認する。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
中国ブロック（担当：島根県リーダー代表者 西村 亮圭）

10

企画・実践
・ラジオ体操の指導
・ミニゲームの実施
人間知恵の輪
手つなぎ鬼

朝の集いの振り返り

良かった点
・団員が楽しんでいた。
・指示がきちんと通っていた
・積極的に団員に話しかけていた

課題

・ラジオ体操をする前にミニゲームを
してしまったためで体が動かずけが
をしてしまう団員がいた。
・事前準備が不足していた。

改善案

・運動をするまえには事前の体操
を徹底する。
・会場の下調べをキチンとしておく

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
中国ブロック（担当：島根県リーダー代表者 西村 亮圭）

11

1日目を経ての目標設定

・バウムクーヘン作りなどで自分たちの役割を見失う場面があった。

↓

・問題点：連携が取れていない、思いだけで行動が伴っていない

↓

・改善案：団員や指導者他のリーダーとコミュニケーションをしっかりとる

↓

・方法：広い視点を持って状況を把握する、わからないときは聞く

↓

・目標：リーダーだからこそできることがしたい！

指導者と団員とのパイプになりたい！

↓

・結論：リーダーとしてどのように団員や指導者と関われるかを考える

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
中国ブロック（担当：島根県リーダー代表者 西村 亮圭）

12

◆大会を開催した成果、反省

成果

各県の団員と共通プログラムを通して交流することができた。

１つの失敗から１０を学べることを再認識し次へつなげることを考えるこ
とができた。

少年大会のプログラムを企画・実践することにより※ＰＤＣＡサイクルを
何回か回すことができ、リーダー自身の成長につながった

（※ＰＬＡＮ（計画）→ＤＯ（実行）→ＣＨＥＣＫ（反省）→

ＡＣＴＩＯＮ（改善）→ＰＬＡＮ→・・・・）

反省

開催県とブロック大会参加者とのあいだの意思の疎通が不十分だったため
出だしで躓いてしまった。

基本的なことができていない（指導者との連携、準備運動など）ことが
多々あったのでできるように徹底する。

◆宿題

次年度開催鳥取県に取り入れてほしいプログラムの提案
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（愛媛県）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

1

◆期日

平成３０年１１月３日(土）～１１月４日(日)

◆場所

えひめ青少年ふれあいセンター （愛媛県）

テーマ リーダー会活動向上のための３Ｒの法則
【Ｒｅｖｉｅｗ（再検討）・Ｒｅｕｓｅ（再使用）・Ｒｅｕｎｉｏｎ（再会）】

テーマ
設定理由

今回の事業では、リーダー会活動を活発化させる
ために、改めて、各県でどのような活動を行ってい
く必要があるかを再検討する。プログラム内におけ
る障害者スポーツやＡＣＰなどで得た知識を各県に
持ち帰り、各種事業へ還元すること。そして、四国
４県のリーダーが、様々なリーダー事業で再会を果
たせるよう交流を深めることを目的とする。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

2

◆参加対象

スポーツ少年団リーダー会（中学生以上）代表者 各県５名以内

スポーツ少年団リーダー育成担当指導者 各県１名

◆参加者（内訳）

愛媛県 香川県 徳島県 高知県 合計

リーダー ３名 ５名 ４名 ４名 １６名

育成担当
指導者

１名 １名 1名 １名 ４名

合計 ４名 ６名 ５名 ５名 ２０名

◆経費

参加料：無料 旅費：参加者負担

◆運営スタッフの体制・運営方法

講師：田中 雅人（愛媛県スポーツ少年団副本部長：愛媛大学教授）

開催県事務局が開催準備（事務担当者：１名）

愛媛県リーダー会会員・育成担当指導者が開催準備および運営補助

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

3

◆日程

１日目：１１月３日（土） ２日目：１１月４日（日）

12：30 受付
13：30 開会式

オリエンテーション
14：00 プログラムⅠ

『障害者スポーツ体験』
競技：ゴールボール
運営：河内 昂斗（愛媛県）

15：00 プログラムⅡ
『ＡＣＰプログラム案作成』
講義：田中 雅人

17：00 夕べのつどい
17：30 夕食
18：30 プログラムⅢ

『各県取組報告』
『テーマディスカッション』

テーマ：今，リーダーにできること

〜東京2020オリンピック・パラリンピックを契機に〜

6：30 起床・清掃・荷物整理
7：30 朝食
8：30 部屋点検
9：00 プログラムⅣ

『ＡＣＰ指導実践』
対象：四国スポーツ少年大会参加者
（小学生4年生～中学生1年生：28名）

10：30 「ＡＣＰ指導反省」
「テーマディスカッションまとめ」
11：30 アンケート・閉会式
12：00 昼食・解散

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

4

◆プログラム概要

プログラムⅠ

「障害者スポーツ体験：ゴールボール」

担当 愛媛県スポーツ少年団リーダー

河内 昂斗

「 東京オリンピック・パラリンピックに向けて、

機運を高めていくため、実施。

また、視力に障害を持つ人はどのような状況で、

生活しているのかを考える機会とした。ゲーム性

が高く、体験したことのある参加者も少なかった

こともあり、普段馴染みのないスポーツを体験す

ることができた。」

講義資料等

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

5

◆プログラム概要

プログラムⅡ

「ＡＣＰプログラム案作成」

講師 愛媛県スポーツ少年団副本部長

田中 雅人（愛媛大学教育学部教授）

≪講義内容≫

・現代の子どもたちの体力の減少について

・ＡＣＰが必要とされる理由

○プログラム作成に係る手順と方法について

１ 実施希望種目を話し合い

２ 各班と調整し、決定

３ プログラムの作成

４ 用具を使って、リハーサル

講義資料
写真等

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

6

資料・
写真等

◆プログラム概要

プログラムⅢ

その１「各県取組報告」

特に気になった取組
・県内イベントでのＡＣＰブース導入（愛媛県）

・スポーツ少年団以外の青少年団体との交流（香川県）

・リーダー会独自の広報紙（徳島県）

・リーダー会のＳＮＳアカウント設立（高知県）

その２「テーマディスカッション」

テーマ：今、リーダーにできること

～東京オリンピック・パラリンピックを契機に～

○ディスカッションの流れ

１ 各班で、出来るだけ多くの意見を出し合う

２ 各県毎に、班で出た意見を参考に各県で

実施可能な内容を考える
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ポスター資料（愛媛県）

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

7

資料・
写真等

◆プログラム概要

プログラムⅣ

「 ＡＣＰ指導実践 」

対象者：四国スポーツ少年大会参加者

（小学4年生～中学1年生 計28名：4班）

○各班作成プログラム

１班 ボール取り合戦～平成最後の戦い～

用具 ボール、フラフープ

期待できる効果 走力向上、判断力の向上

２班 しっぽとりおに

用具 タスキ、ビブス

期待できる効果 体力向上、協調性の向上

３班 Changing Color

用具 ケンパーリング、タスキ、カラーコーン

期待できる効果 敏捷性、判断力

４班 フラドンジャン

用具 カラーコーン、フラフープ、ホイッスル

期待できる効果 巧緻性、敏捷性、跳躍力

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

8

資料・
写真等

◆プログラム概要

プログラムⅣ

「 ＡＣＰプログラム反省 」

参加者の感想
○内容・時間は
（①良くない ０ ②あまり良くない ０
③良い ５ ④大変良い ２２ 未回答 １）

良かった理由
・やったことのない遊びをして楽しかった。
・リーダーと交流できて良かった。
・いろんなゲームができたから
・リーダーが優しく接してくれた。
・全てみんなと協力できた。
・みんなが笑えるようなゲームで楽しかった。
・リーダーも混ざってするのが良いと思った。
悪かった理由

・もう少し身体を動かしたかった。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

9

◆プログラム概要

プログラムⅣ

「 ＡＣＰプログラム反省 」

１班 ボール取り合戦
○良かった点

・ルールがわかりやすい。

・ただ動くだけでなく、コミュニケーションを取れる。

・さまざまなバリエーションでできた。

○改善点

・参加者がぶつかりそうな場面が多かった。

・移動中の動作で、課題を与える。

２班 しっぽとりおに
○良かった点

・敏捷性だけでなく、頭を使いながら活動できた。

・長い時間動いたため、体力をつけることができた。

○改善点

・鬼の数と逃げる人数のバランスを改善したい。

・端の方にいて、動かない子どももいた。

３班 Changing Color
○良かった点
・掛け声が英語や指定のない色も混ぜて、判断力も
養った。

・どこから鬼が来るかわからないため、参加者の集
中力が高かった。

○改善点
・説明をよりわかりやすくする。
・移動中の動作で、課題を与える。

４班 フラドンジャン
○良かった点
・スキンシップがあるため、コミュニケーションを
自然に取れる。

・走能力・敏捷性・ジャンプ力など、さまざまな体
力要素を取り入れている。

○改善点
・次の順番で待っている子たちが、暇になる。
・コースが簡単で、１人でゴールまで行ってしま
うケースがあった。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

10

◆大会を開催した成果、反省、課題

（アンケート集計結果）※参加者２１名

質問項目 ①未回答 ②良くない
③あまり
良くない

④良い ⑤大変良い
④or⑤
回答率

１ アイスブレイクの内容・
時間は ２ ０ １ １６ ２ 85%

２ ゴールボールの内容・
時間は ２ ０ ０ ９ １０ 90%

３ ACPプログラム作成の
内容・時間は ２ ０ ２ １１ ６ 80%

４ 各県の取組報告の内容・
時間は ２ ０ ２ １５ ２ 80%

５ テーマディスカッション
の内容・時間は ２ ０ ２ １１ ６ 80%

６ ACP指導実践の内容・
時間は ２ ０ ０ １０ ９ 90%

７ ACP指導反省の内容・
時間は ２ ０ ０ １２ ７ 90%

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

11

◆大会を開催した成果、反省、課題

（アンケート集計結果）※参加者２１名
１ アイスブレイクの内容・時間は
○良かった点
・他県の人の名前が知れた。
・自己紹介に向いている内容だった。

２ ゴールボールの内容・時間は
○良かった点

・普段行う機会が無いから。

・パラリンピックに興味を持つことができた。

・班の人たちと仲を深められた。

○改善点

・時間やルールが曖昧だった。

３ ACPプログラム作成の内容・時間は
○良かった点

・普段、ACPの活動内容を考えることが無いから。

・様々な案が出てきて、良いものを作ることができた。

・実施にやってみながら、プログラムを作れたから。

○改善点

・少し時間が足りなかった。

４ 各県の取組報告の内容・時間は
○良かった点
・他県の良い所を吸収できる。
・短くても伝えたいことをまとめて言われていた。
○改善点
・もう少し、詳しく聞きたかった。

５ テーマディスカッションの内容・時間は
○良かった点
・パラリンピックについて、話せたのは良い機会だった。
・班で考えてから各県で考えたのは、意見が増えて、
まとめやすかった。

○改善点
・ディスカッションのテーマが大きい内容のため、例年話し
合う内容（リーダー不足）が偏ってしまう。

６ ACP指導実践の内容・時間は
○良かった点
・自分たちが作成したものを実践できて、うれしかった。
・小学生も楽しめていたから。
・シニア・リーダースクールでできなかったから。

７ ACP指導反省の内容・時間は
○良かった点
・問題点を違う班の人に指摘されて客観的にまとめられた。
・さらにより良いものになるために、改善点を見つけられた。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
四国ブロック（担当：愛媛県リーダー代表者 河内 昂斗）

12

総括
「 プログラム全体を通して、実践を伴う活動をメインに行ったため、体験的に学ぶことがで
きたことに加え、リーダー同士の交流を深めることができた。また、指導実践をプログラム
の作成から反省まで行うことができたため、現状の課題を明確にすることができた。

一方で、各プログラムを詰め込んで、実施したため、各プログラム内の時間不足を指摘す
る意見が多かった。

今回の研究大会で得た知識を各県に還元し、リーダー会活動をさらに促進していくことを
四国ブロックの共通認識とする。」

２０１９年度は、香川県で開催！
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）

1

◆期日：平成３０年１２月１５日(土）～１６日(日)

◆場所：国立阿蘇青少年自然の家（熊本県）

テーマ 特殊な状況に応じたＡＣＰ(ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾁｬｲﾙﾄﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)
の作成

テーマ
設定理由

①前年度のテーマ
平成２９年度九州ブロックリーダー研究大会は、「アクティブ

チャイルドプログラム（ＡＣＰ）の作成」がテーマだった。
②テーマの引き継ぎ事項

発展的に研究協議を行うために、前年度テーマに加え、「障がい
児ができるＡＣＰ。または健常者と一緒にできるＡＣＰ」という
テーマが引き継がれた。

③より現実的なテーマ設定
「障がい」という分野は、専門的な知識が必須であるため、それ

だけをテーマにすることは困難であった。しかし、今後、多様な状
況でもＡＣＰをすることを求められる可能性がある。より大きな視
点から、「特殊な状況（多様な場面）」にも対応できるＡＣＰの作
成をテーマに設定した。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）

2

◆参加対象

リーダー、育成担当指導者

◆参加者（内訳）

福岡県 ：リーダー（３）名・育成担当者（１）名

佐賀県 ：リーダー（４）名・育成担当者（１）名

長崎県 ：リーダー（５）名・育成担当者（２）名

大分県 ：リーダー（５）名・育成担当者（１）名

宮崎県 ：リーダー（４）名・育成担当者（２）名

鹿児島県：リーダー（７）名・育成担当者（１）名

沖縄県 ：リーダー（３）名・育成担当者（１）名

熊本県 ：リーダー（９）名・育成担当者（３）名 計５２名

◆経費

参加料：ひとり3,000円 旅費：参加者負担

◆運営スタッフの体制・運営方法

開催県のリーダー会・育成担当指導者が、計画・運営

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）

3

◆日程

１日目：１２月１５日(土) ２日目：１２月１６日(日)

●午後
・計画輸送
・開会行事・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
・研修①講義

内容：障がいの種類とスポーツ
講師：熊本障がい者スポーツ指導者協議会

・研修②分科会
内容：特殊な状況に応じたＡＣＰの作成

●夜間
・研修③分科会

内容：研修②と同じ

●午前
・研修④全体発表・まとめ

内容：班別発表・評論
・閉会行事

●午後
・計画輸送

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）
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◆プログラム概要

１．研修①講義

内容：「障がいの種類とスポーツ」

講師：中尾 直道 氏【熊本障がい者スポーツ指導者協議会】

講義概要

１ 各障がいの種類及びその概要

(1)身体障がい（肢体不自由、視覚障がい、聴覚障がい、内部障がい）

(2)知的障がい（最重度、重度、中度、軽度）

発達障がい（コミュニケーション障がい、自閉症スペクトラム障がい、

注意欠如･多動性障がい、局限性学習障がい、運動性障がい）

(3)精神障がい（統合失調症、うつ病、双極性障がい）

２ 障がい者のスポーツ不参加要因、障がい者の生活分類

３ 各障がいに応じたスポーツ指導上の留意点

４ パラリンピック、国民スポーツ大会の種目の紹介

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）
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◆プログラム概要

２．研修②分科会、研修③分科会

(1)各課題(特殊な状況)における制限や注意点の確認

(2)特殊な状況に応じたＡＣＰの作成

班分け・担当課題

１班 活動場所が狭い。

２班 年齢幅がある。

３班 大人数が全員で活動する。

４班 少人数で活動する。

５班 団体内に聴覚障がい者がいる。

６班 団体内に視覚障がい者がいる。

７班 幼児しかいない。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）

6

２．研修②分科会、研修③分科会

(1)各課題(特殊な状況)における制限や注意点の確認

１班 活動場所が狭い。
状況：走り回るほどの広さは無い。教室など全員が座っている。

歩行困難な人がいる。etc
制限：走り回れない。移動が少ない遊び。

２班 年齢幅がある。
状況：小学１年生～６年生の団体など。

制限：年齢差により体力差が生じる。

ルールが難しいと低学年が楽しめず、簡単だと高学年が楽しめない。

３班 大人数が全員で活動する。
状況：50人や100人など。年齢層は同じくらい。

制限：ルール説明が行き届かない。工夫が必要。

グループ分けをする遊びか、全員が同じ動きをする遊びなどが良い。
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）
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４班 少人数で活動する。
状況：10人以下や、大人１人対子ども１人。etc

制限：遊びの種類が限定される。単調だと飽きがきやすい。

５班 団体内に聴覚障がい者がいる。
状況：聴覚に頼らない活動。

制限：口頭での説明だけでは伝わらない。

音の合図や音を使った遊びができない。

６班 団体内に視覚障がい者がいる。
状況：視覚に頼らない活動。

制限：自由に走り回る遊びだと衝突などの危険がある。

身振り手振りの説明ができない。難しいルール説明ができない。

７班 幼児しかいない。
状況：言葉での説明が困難。運動強度レベルに特段の配慮が必要。

制限：ルールの理解度が低いため、口頭の説明ができない。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）
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２．研修②分科会、研修③分科会
(2)特殊な状況に応じたＡＣＰの作成
★ＡＣＰ作成の際の注意点
１ 分科会の目的は、「特殊な状況（担当課題）に応じたＡＣＰの作成」とし、研修④

全体会での発表が最終目的ではなく、今後の活動に役立つ内容を考えること。
２ まずは、特殊な状況（担当課題）の詳しい状況を整理する。
３ 整理した特殊な状況に応じたＡＣＰを作成する。

① 新たなＡＣＰを作成する。
② 既存のＡＣＰを特殊な状況に対応するよう工夫する。
③ 既存のＡＣＰを整理する。

４ 複数のパターンを作成した方が良い（数が多いと選択肢が増えるため）。
５ 参加者全員が平等に楽しめる内容を作成すること。
６ プログラムごとの意図をもって作成すること。

① 幼児または児童の身体や神経系の発育発達の段階に応じた運動遊びであり、
運動遊びを通じて発育発達を促すような内容となることも念頭に置くこと。

② 参加者の交流やアイスブレイキングもＡＣＰの重要な内容の一つである。

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）
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★各班が作成したＡＣＰ

１班 活動場所が狭い。
･ボール運び ･爆弾ゲーム ･ボール落とし ･新聞じゃんけん ･フルーツバスケット

２班 年齢幅がある。
･ドッチフリスビー ･ねことねずみ ･関所破り ･セブンジャンプ ･どんじゃんけん

３班 大人数が全員で活動する。
･九州うまかもん ･だいこん抜き ･おしくらまんじゅうオニ ･知恵の輪

４班 少人数で活動する。
･コーンキャッチ ･Ｓケン ･ベースラン

５班 団体内に聴覚障がい者がいる。
･だいこん抜き ･ムカデドッジボール ･風船運びリレー ･ボールリレー ･宅配便

６班 団体内に視覚障がい者がいる。
･ブラインドドッジボール ･言うこと一緒やること一緒

７班 幼児しかいない。
･転がしドッチ ･しっぽ取りゲームChild Ver. ･ひよこのたたかい

令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
九州ブロック（作成者：熊本県体育協会 下舞）
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◆大会を開催した成果、反省、課題

成果
研修①講義では、障がいの種類を知ることができたが、障がいの分野は専門性が高

く、取り扱うには非常に慎重になるべき内容であった。

障がいの種類によって、また、同じ障がいであっても個人によっては配慮する点が
異なることが分かった。また、良かれと思ってしたことでも、障がい者にとっては迷
惑となる場合があることもわかった。

研修②③分科会では、研修①講義を踏まえ、各担当課題ごとに研究協議を行い、そ
れぞれの状況の整理と配慮する点を確認したうえで、既存のＡＣＰの整理や新たなＡ
ＣＰの作成を行った。

反省
議題に対して内容をくみ取り、目的意識を持った研究協議（ディスカッション）を

することが難しい。また、研修④全体発表では、説明（プレゼンテーション）が難し
かった。

課題
どのようなテーマで研究大会を行ったとしても、その日に初めて会った人たちと目

的をもった活発なディスカッションをすることや、分かりやすいプレゼンテーション
をすることは、リーダーとしても必須条件であり、今後の課題である。
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情報交換会

「これからのスポーツ少年団のあるべき姿
～東京2020大会後を見据えて～」

～ワールドカフェ方式～
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
情報交換会 概要説明

これからのスポーツ少年団のあるべき姿
～東京2020大会後を見据えて～

に関する情報交換会
-ワールド・カフェ方式-

令和年度全国リーダー連絡会 「ワールド・カフェ」とは？

ワールド・カフェとは、カフェでくつろいでいるようなリラックスした雰囲気のもと行われる話
し合いのことです。

参加者は4～5人ずつに分かれ、テーブルごとに対話をするといったもので、1,000人以上でも実
施できます。一定時間が過ぎれば、テーブルのメンバーを入れ替え、対話することを繰り返し行
います。

少人数で対話をすることで、相手の意見を聞きやすく、自分の意見も言いやすいのが特徴です。

ワールド・カフェのエチケット

• 対話を楽しむ

正解も間違いもありません。一人ひとりの発言が誰かの気づきや新たな視点の発見に繋がります。

アイデアや思いついたことを書く！描く！つなぐ！

• 話をよく聴く

話すばかりではなく、他の人の話によく耳を傾けましょう。

• ポジティブシンキング

できないことや批判的な意見は控える→どうすれば実現できるのか考えてみよう

• テーマにフォーカス

テーマについて話をするよう心がけましょう。著しい脱線は限られた対話の時間を浪費してしまいます。

情報交換の方法

1. 各テーブルに模造紙を一枚置く

2. 各テーブルのメンバーがポストイットに「これからのスポーツ少年団のあるべき姿～

東京2020大会後を見据えて～」に関して、「実施したいこと」や「実施できること」

などを書き込む。

3. 各メンバーがポストイットに記入したことを発表し、情報を分類/整理しながら、模造

紙に貼りつけていく。他のメンバーの発表に感じたこと、思いついたこと、気づいた

ことを語り、模造紙に書き込む。

4. 時間がきたらホスト役の１名を残し、他のメンバーは自由に違うテーブルに移動しま

す。ホスト役は、これまで話し合われた内容を新しく移動してきたメンバーに説明し、

さらに話し合いを続けます。新しい情報・意見が出たら模造紙に書き込む。

ホスト役

ブロック 都道府県
ホスト役

リーダー 指導者

1.北海道・東北ブロック 秋田県 矢部 太陽 小畑 治隆

2.関東ブロック 東京都 加藤 友也 細野 芽生

3.北信越ブロック 福井県 松田 恭輔 津田 睦夫

4.東海ブロック 三重県 高山 野亜 位田 華季

5.近畿ブロック 和歌山県 神保 拓海 守田 旭那

6.中国ブロック 山口県 西依 輝 西依 輝

7.四国ブロック 徳島県 椎橋 海斗 清水 楓

8.九州ブロック 大分県 森田 花菜 御手洗 くるみ

「ワールド・カフェ」の進め方
ラウンド1（30分） ラウンド２（20分） ラウンド３（20分） ラウンド4（20分）

• テーブル上に模造紙を
置き、テーマを中央に
書き込む

• テーマについて、各自
ポストイットに情報や
意見を書き込み、発表、
意見を分類しながら模
造紙に貼り付けていこ
う

• ホストはテーブルに残り、
他の人は別のテーブルへ
自由に移動する

• ホストがこれまでの話し
合いの内容を説明して
「実施したいこと」や
「実施できること」のア
イデアをたくさん出そう

• ラウンド2と同様に、ホ
ストはテーブルに残り、
他の参加者は移動する

• ホストが過去2回の話し
合いの内容を説明し、さ
らに意見の交換をして出
ていない情報を補完しよ
う

• ラウンド1と同じテーブ
ルに戻ることで、他の
テーブルで交換した意見
や情報をグルーブで共有
し、課題を見つけたり、
解決方法を見出したりで
きるよう努めよう
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他のグループへ移動！
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さらに議論を深めよう！
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ラウンド1と同じ席で議論をまとめよう！
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「これからのスポーツ少年団のあるべき姿～東京 2020 大会後を見据えて～」に関する 

情報交換会 リーダー代表者情報交換のまとめ 

※情報交換会において議論された内容を抜粋し、事務局にて一部加筆・修正を加えております。 

キーワード これからのスポーツ少年団のあるべき姿 

スポーツ少

年団活動に

関すること 

みんなで集まって、楽しんで身体を動かすことができる 

誰もが登録でき、活動ができる 

スポーツができる環境を整え、スポーツをしたい子どもがスポーツをでき

る居場所となる 

大人も一緒に活動できる 

身体を動かすことの楽しさを伝えることができる 

年齢に関係なく行えるスポーツ活動ができる 

誰もが楽しく活動できる 

障がい者と一緒に行えるレクリエーションや ACPができる 

障がいの有無にかかわらず、全員が一緒に活動ができる 

障がい者スポーツの普及促進ができる 

スポーツを続けることを大切（生涯スポーツ）にする 

マイナースポーツやニュースポーツの普及ができる 

学校においてリーダーが ACPを実践し、運動の楽しさを伝えることができ

る 

複合スポーツを実施することができる 

競技スポーツ以外も取り組むことができる 

都道府県、地域の垣根を超えた活動ができる 

小学生に様々なスポーツが有ることを伝えられる 

子どもたちのこころとからだの成長を促すことができる 

小学生に多様な種類のスポーツが有ることを教え、自分に合ったものを見

つけられる 

身体を動かすことの楽しさを知り、様々なスポーツへの興味関心を広げら

れる 

子どもが放課後に遊びに行く感覚で体を動かせる 

興味の持った活動がとことんできる 

子どもたちが楽しく興味を持てる活動をする 

市や町のイベントに参加する等地域に密着する 

健康増進を促進できる場所になる 

スポーツを通して国際交流活動ができる 

スポーツを通して地域交流を担える 

オリンピック・パラリンピックを通して国際交流活動ができる 

その他 

フェアプレーの精神を発信することができる 

誰もが知っている 

自分で考えて行動ができる人を増やすことができる 

小学生の「卒団」がない 
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「これからのスポーツ少年団のあるべき姿～東京 2020 大会後を見据えて～」に関する 

情報交換会 リーダー育成担当指導者代表 情報交換のまとめ 

※情報交換会において議論された内容を抜粋し、事務局にて一部加筆・修正を加えております。 

キーワード これからのスポーツ少年団のあるべき姿 

スポーツ少

年団活動に

関すること 

 

活動に参加したいときに参加できる 

体を動かす楽しさを知ってもらうきっかけとなる 

生涯スポーツの入り口となる 

発育・発達を考えたスポーツの入り口となる 

単位団活動における中高生の活躍の場がある 

中学校（中学生）におけるスポーツ少年団活動の活性化 

子どもだけでなく大人も楽しめる 

外遊びに代わる運動（あそび場）の場所となる 

障がいを持つ子どもを受け入れられる 

多世代化を進め、指導者、リーダー、母集団みんなで支える 

市や町での区別なく誰もが参加できる 

幼児の受入環境を整える 

遊びを活動の中心とする 

オリンピックのマイナー種目を取り入れる 

複合種目を実施している単位団の増加 

スポーツ活動のみならず、キャンプや登山といったレクリエーション活動も実施

する（競技種目にとらわれないスポーツ活動を行う） 

勝利至上主義ではなく、子どもたちにやりがいを感じさせる指導の充実を図る 

子どもたちの居場所となれる 

子どもが継続して活動を行える 

子どもたちにとってより楽しい場となる 

体罰や暴言を根絶し、子どもたちが安心して活動できる 

自由な活動ができる（例：ゆるスポ） 

運動が苦手な子どもを減らすことができるよう、子どもがスポーツを楽しむこと

を第一にする 

自発的な運動を促進する環境 

理念に関す

ること 

スポーツ少年団の理念に沿った活動をしている 

スポーツ少年団を通してこころとからだを育てスポーツの楽しさを発信していけ

るようになる 

スポーツを楽しむという理念を持って活動をする 

 

  

35



「これからのスポーツ少年団のあるべき姿～東京 2020 大会後を見据えて～」に関する 

情報交換会 リーダー育成担当指導者代表 情報交換のまとめ 

※情報交換会において議論された内容を抜粋し、事務局にて一部加筆・修正を加えております。 

キーワード これからのスポーツ少年団のあるべき姿 

地域や行政 

に関する 

こと 

スポーツ少年団活動が地域の方に認知される 

地域行政や体育・スポーツ協会との連携ができる 

行政機関に認知される 

競技団体との連携ができる 

学校関係者の理解が得られる 

学校との信頼関係を築き、連携を深める（部活動における外部指導者として、単

位団指導者が登用されるなど） 

幼稚園・保育所等や放課後学級や学童保育との連携ができる 

お祭り等の地域行事との関わりをもち、地域に根差す 

地域に必要とされる 

地域のコミュニティとなる 

地域住民全員でかかわりあえる 

地域産業や企業との連携を進める 

リーダーに

関すること 

リーダーが主体となって、障がい者スポーツについて知るだけではなく広げる活

動を行える 

ACPを小学生に指導する等、リーダーの活躍の場がある 

クラブに関

すること 

スポーツ少年団からクラブチームへ移行 

スポーツクラブとの合併 

 

36



情報交換会（ワールドカフェ） 指導者1班
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情報交換会（ワールドカフェ） 指導者2班
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情報交換会（ワールドカフェ） 指導者3班
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情報交換会（ワールドカフェ） 指導者4班
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情報交換会（ワールドカフェ） 指導者5班
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情報交換会（ワールドカフェ） 指導者6班
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情報交換会（ワールドカフェ） 指導者7班
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情報交換会（ワールドカフェ） 指導者8班
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情報交換会（ワールドカフェ）リーダー1班
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情報交換会（ワールドカフェ）リーダー2班

46



情報交換会（ワールドカフェ）リーダー3班

47



情報交換会（ワールドカフェ）リーダー4班

48



情報交換会（ワールドカフェ）リーダー5班

49



情報交換会（ワールドカフェ）リーダー6班

50



情報交換会（ワールドカフェ）リーダー7班
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情報交換会（ワールドカフェ）リーダー8班
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講師講評

・辻川　比呂斗

（順天堂大学／リーダー養成ワーキンググループ班員・スポーツ少年団運動適性テ
スト検討ワーキンググループ班員）

・祝原　豊

（静岡大学／リーダー養成ワーキンググループ班員）

・吉田繁敬

（アイ・プラス株式会社／リーダー養成ワーキンググループ班長・幼児期からのア
クティブ・チャイルド・プログラム普及ワーキンググループ班員）
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○辻川 比呂斗 先生 

（順天堂大学／リーダー養成ワーキンググループ班員、スポーツ少年団運動適性テスト

検討ワーキンググループ班員） 

皆さんお疲れさまでした。情報提供・講義では、東京オリンピックに向けてこれからの

スポーツ少年団やリーダーの在り方についてお話があり、今一度スポーツ少年団について

確認することができたように思います。 

その後の全体発表会においては、昨年度に引き続き、ポスター報告形式での発表を行っ

たり、情報交換会においてはワールドカフェ方式を採用するなど、様々な取り組みを行っ

て皆さんの議論が活性化するように工夫をいたしました。 

最後のブロック別連絡会においても、意図的に同じ空間で連絡会を実施することによっ

て、各ブロックにおいて今までとは違った話し合いの雰囲気が生まれ、その中で議論する

ことができたと思います。議論の結果や情報をそれぞれの地域や各都道府県に持ち帰って

いただき、リーダーや母集団の方々の意見を拾い上げることができるということも、この

リーダー連絡会の一つの意味合いであると考えます。 

また、読まれた方もいらっしゃると思いますが、毎年リーダー連絡会の報告書が作成さ

れおり、各ブロックのポスターや本連絡会での議論の内容が掲載されています。各都道府

県にも送付されていると思いますので、ぜひ確認してもらえればと思います。 

本日は一日ありがとうございました。 

 

○祝原 豊 先生 

（静岡大学／リーダー養成ワーキンググループ班員） 

皆さんお疲れさまでした。リーダー連絡会に毎年参加する中で、今回は特に話し合の質

や雰囲気が変わっていたと感じました。もちろんファシリテーション能力が向上している

という点もありますが、それ以前に、他者の話を引き出す力や意見を集約する雰囲気が土

台として根付いているからこそ、今回のリーダー連絡会があったのではないかと考えます。 

本日一日のプログラムにおいて、スポーツ少年団の現状や課題といった話がありました。 

どちらかというとネガティブな話の中で、それらの手立て・対策を考えなければならない

といった切迫感のようなものがありましたが、その中で皆さんが創意工夫されていたよう

に感じました。一方で、オリンピックも含めて、これらを良いきっかけとして活動を考え

直してみたり、反対に今までのスポーツ少年団の強みをより活用しようといった発想もい

くつか見られたので、とても良かったと思います。 

このような雰囲気の中で、次年度のブロック別研究大会やこのリーダー連絡会がより充

実したものとなるのではないかと私自身も確信を持てたところがあります。来年のリーダ

ー連絡会も楽しみにしています。 

お疲れさまでした。 
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○吉田 繁敬 先生 

（アイ・プラス株式会社／リーダー養成ワーキンググループ班長、幼児期からのアクテ

ィブ・チャイルド・プログラム普及ワーキンググループ班員） 

皆さんお疲れさまでした。講義では、アクティブ・チャイルド・プログラム（ACP）は

運動習慣のない子どもたちへの仕掛けであり、大人が手間をかけて行うことによって、子

どもは楽しく遊ぶことを通して、心と体の発育・発達が促進されるというお話をしました。

そして、特に子どもの発達に対しては、ACP を通してスポーツ少年団が貢献できるのでは

ないかというお話をしました。 

本リーダー連絡会においては、昨年度から少し実施形態を変更して開催していますが、

それは私たちリーダー養成ワーキンググループからの仕掛けの一つです。どうしたら皆さ

んが、この 1 日という短い時間の中で 2 日間実施した時と同じような成果を持って帰るこ

とができるのかを検討したときに、時間がないから「これはできない」、「あれは無理だ」

という考え方ではなく、「1 日での実施になったけれども、どうしたら 2 日分の内容を提供

できるか」ということを工夫しました。そこで、全体発表会をポスター発表形式で実施し

たり、情報交換会をワールドカフェ方式で実施したりしました。この方法がベストである

とは言えませんが、現在考えられる最良の方法であると考えています。また、昨年度のリ

ーダー連絡会参加者の皆さんからも様々なご意見をいただき、全体発表会の時間配分を変

更したりしました。プログラムの内容や時間配分については、今後さらにより良いものに

するためにも、我々が責任をもって修正をしていかなければならないと考えております。 

最後のブロック別連絡会の際、皆さんが会場に来られた時、すでにテーブルが配置され

ており、スクリーンには座席図も表示してあったと思います。会場の設定については、テ

ーブルの位置や方向、スペースを考えたり、余分なテーブルが出ないようにしたり配慮し

ました。これも我々の仕掛けの一つであり、場のスキルと言って、ただ同じ会場で同じ話

をするだけではなく、どういう環境で議論をするかということがとても重要であることを

考慮した上での仕掛けです。こういった仕掛けは、議論の場のみならず指導の場でも活用

できると考えます。皆さんも各都道府県や単位団に戻った際、場の設定にも配慮し、より

良いものを引き出せるように、この辺りも学んで帰っていただければと思います。 

皆さんが各都道府県に戻られた際、本連絡会ではリーダー会の情報交換のみならず、こ

のようなスキルも身につけられたということをアウトプットしていただき、全国各地から

参加する価値のある会であるいうことを伝えていいただければと思っております。本連絡

会が今後もこのような形で続くことを願っております。 

本日はありがとうございました。お疲れさまでした。 

55



○趣旨

○調査内容
下記項目について、参加した感想・今後の要望等を回答

１．情報提供・講義について

２．全体発表会ついて

３．情報交換会について

４．ブロック別連絡会について

５．その他連絡会全体に関してご意見・ご感想

参加者アンケート結果

　本アンケートは、令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会の活動効果を
調査するとともに、次年度以降よりよい活動を展開するために、課題・改善点を
把握することを目的として、本連絡会参加者を対象に実施したものである。
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令和元年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会　参加者アンケート集計結果

＜参加者＞
リーダー 42名 ※うちオブザーバー2名

育成担当指導者 45名 ※うちオブザーバー3名

１．情報提供・講義　　　（当てはまるもの１つに○を付けてください。） 
（1）内容 割合 合計 リーダー 育成担当指導者
①良かった　 72.7% 56 31 25　
②どちらかと言えば良かった　 22.1% 17 6 11
③どちらともいえない　 5.2% 4 1 3
④どちらかと言えば悪かった　 0.0% 0 0 0
⑤悪かった 0.0% 0 0 0
合計 100.0% 77 38 39

(2)時間配分 割合 合計 リーダー 育成担当指導者
①長くしてほしい 10.5% 8 4 4
②今のままで良い 84.2% 64 31 33
③短くしてほしい 5.3% 4 3 1
合計 100.0% 76 38 38

２．全体発表会　　　　　　（当てはまるもの１つに○を付けてください。）
（1）内容 割合 合計 リーダー 育成担当指導者
①良かった　 46.1% 35 19 16
②どちらかと言えば良かった　 38.2% 29 11 18
③どちらともいえない　 15.8% 12 7 5
④どちらかと言えば悪かった　 0.0% 0 0 0
⑤悪かった 0.0% 0 0 0
合計 100.0% 76 37 39

(2)時間配分 割合 合計 リーダー 育成担当指導者
①長くしてほしい 15.1% 11 8 3
②今のままで良い 65.8% 48 20 28
③短くしてほしい 19.2% 14 9 5
合計 100.0% 73 37 36

３．情報交換会　　（当てはまるもの１つに○を付けてください。）
（1）内容 割合 合計 リーダー 育成担当指導者
①良かった　 62.3% 48 32 16
②どちらかと言えば良かった　 26.0% 20 4 16
③どちらともいえない　 10.4% 8 2 6
④どちらかと言えば悪かった　 1.3% 1 0 1
⑤悪かった 0.0% 0 0 0
合計 100.0% 77 38 39

(2)時間配分 割合 合計 リーダー 育成担当指導者
①長くしてほしい 18.9% 14 12 2
②今のままで良い 71.6% 53 21 32
③短くしてほしい 9.5% 7 4 3
合計 100.0% 74 37 37

４．ブロック連絡会　　　（当てはまるもの１つに○を付けてください。）
（1）内容 割合 合計 リーダー 育成担当指導者
①良かった　 74.3% 55 30 25
②どちらかと言えば良かった　 14.9% 11 4 7
③どちらともいえない　 8.1% 6 3 3
④どちらかと言えば悪かった　 2.7% 2 1 1
⑤悪かった 0.0% 0 0 0
合計 100.0% 74 38 36

(2)時間配分 割合 合計 リーダー 育成担当指導者
①長くしてほしい 20.8% 15 9 6
②今のままで良い 76.4% 55 28 27
③短くしてほしい 2.8% 2 1 1
合計 100.0% 72 38 34

各項目の集計に当たっては、有効回答のみを集計したため、項目によって回答数にばらつきが生じています。
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５．その他連絡会全体に関してご意見・ご感想をお聞かせください。（自由記述）

＜リーダー＞
情報交換会の時、グループを固定しないで色々な人と意見交換をできたのが良かった。

様々な都道府県からのリーダーさんたちと交流できてよかったです。ネガティブをポジティブに変える術をいくつか持
ちかえれるのではと思います。

ブロック別連絡会の机の配置が初めて見る形だったので参考になりました。

全体発表会のパネルをただみてまわる20分間は、事前に配られているものと同じなのでいらないと思った。

今回、急遽参加しましたが、とても良い経験を毎回させていただき、とても嬉しいです。何回参加しても、楽しく、充実し
た会になっていました。このような会をずっとこれらからのリーダーや指導者育成にあててほしいです。

ブロック外と情報を交換できる場がここだけなので交換できてよかったです。

情報提供・講義が、とても良かったです。吉田先生のおっしゃっていたワールドカフェ方式の話し合いや表に主張、裏
に理由をかくといった話しやすい工夫は、会議でも活用することができるため、ぜひ実践してみたいと思いました。あり
がとうございました。

全体発表会について、時間は今のままで良いが、昨年のように、随時発表し、そこに質問に行くタイプ（それが前後半
に分かれててもかまわない。）の方が質問しやすかった。また、発表せずポスターを見るだけの時間はレジュメとして
配布されており、また事前にHPに上がっているのを見れるので、時間としてもったいないような気がした。

全体発表会の資料を紙でほしかった（事前に）。情報交換会は有意義な時間になった。実現できそうなものはやって
みたい。

全体発表会の2回目の発表がいつはじまったのかがわかりにくかったのでアラームなどで時間のくぎりがはっきりする
といいかなと思います。講義のお話がとてもたのしかったです。ありがとうございました。

全体発表会で各ブロックに資料を見るための時間が長かったように感じました。発表の時間があまり区切られていな
かったので、発表の途中から聞くことになるブロックがあったので、できればグループごとに時間を決めて、ローテ―
ションのような形が良かったです。

初めての参加でしたが、各リーダー会との情報交換等ができて良い時間でした。

全体発表会では1つのブロックの説明を聞くと次のブロックに行っても説明が終わり質問に入ってしまうので、もっと多
くの説明を聞きたいと思いました。

全体発表会の見る時間で、手元の資料を見た方が質問を考えやすいため、あまり時間をとらなくてもいいと思いまし
た。

全体発表会はもう少し1県ごとの聞く時間を長くして実技の指導の時間が以前のように欲しい。

全体発表会で時間配分の問題なのかテーブルの周りで聞く人がいる反面休憩時間になってしまっていた人もいまし
た。次回への改善願います。

吉田先生の講義は聞いていてとても興味深く、楽しかったです。動画の件もたいへん歯がゆく感じていたので、早速
使用させていただくことになりそうです。

初めての参加でしたが、貴重な体験をすることができました。これから先、リーダーの在り方、スポ少のあり方を考え
る機会が増すと思うので、今日の連絡会で得られたものを活かしたいと思いました。

フォーラム会場への移動が若干辛い

ACPなど実際に体を動かす時間があったらいいなと思います。

全体発表会に関しては、人が多く、声が聞こえづらかった。また、多く人が集まるため資料や写真などが見えにくかっ
た。

ポスター発表のみる時間が少し長く感じたが仕組みはすばらしいと感じました。

各都道府県での情報がとても新鮮でとくにワールド・カフェでの話し合いが楽しく学べることが多かった。
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全体発表会の形を変えた方が良い。前々回の形に戻した方が、良い発表会になると思います。

ポスターをA1で印刷できますか？

1泊2日の日程でやる事業なので、2日目もディスカッション等にあてた方がよいと思います。（ジュニアフォーラムに参
加するよりも）ブロック別連絡会の話し合い時には、やはり個室の方が参加者の意見が良く聞こえていいかな？と思
います。（回りの声などにより、発表者の声が聞きとりにくかった。）

全体発表会で、各ブロックの発表を聞くことができ、質疑をしやすい環境での発表で内容を深く理解することができ
た。ブロック別連絡会にて、ブロック研究会の内容を話し合えよかった。

＜育成担当指導者＞

全体発表では、発表を聞けないブロックがあるなど、また、見る時間も質問なしだとあっという間に見終わってしまった
りしたので、さらに工夫があるといいなと思います。情報交換会では、良い話し合いができました。全国リーダー連絡
会が変更になって2年目ですが、もう少し時間があるといいなと感じました。

情報交換会のテーマ、入り口が難しく感じました。ありがとうございました。

質問したいブロックが前半に重複したため、片一方のブロックには話を聞けなかった。質問する立場からは、前半・後
半のグループ分けで発表テーブルが閉じてしまった点は良くなかった。

一昨年→昨年→今年と様々な工夫（しかけ）により、時間は短いながらも充実した内容になっていると思います！今
回出た意見を1つでも実現したり、活動に取り入れたりできるよう行動していきたいです。

宿泊で個室が取れなかったのは仕方の無いことですが、ブロック毎にまとめておけば動きやすいのではと思いまし
た。僕は関東ですが、相部屋の方は中国ブロックでした。

ACPを通して、からだを動かす楽しさをつたえる。私は、子供たちが出あう最初の指導者なのだから幼児が、からだを
動かす意義や年令による発達の特性を理解して指導していきたい。

情報提供・講義について、保護者向けならすごく良いと思う。ここ2-3年、リーダー、指導者で行った話し合いが今まで
のくり返しが中心で（確かにリーダーさんから出た発表は昨年と全く同じでした。）、進展する点が（無いとは言わない
が）少ない。ただ会を行っているだけに終わっていませんでしょうか？と周囲の皆さんも意見していました。リーダー指
導者からの意見をJSPOがどう思っているのか？どう動いてくれているのか？

全体発表会において、より聞きやすい配慮をしていただければと思いました。今回の流れでは特定のブロックの発表
しか聞けず、残りのブロックに関しては、一方的な質問をするだけになってしまったように感じました。

情報提供・講義内容については、知っている人が多いと思うのでQ&Aがあるとより良かったです。全体発表会につい
て、先生が全国をまわる中で知り得た情報を共有させていただけるとよりありがたかったです。情報提供・全体発表会
については、情報誌等で掲載されている内容が多かったが、改めて聞くことが出来て良かった。情報交換会につい
て、情報共有のみで終わってしまうのはもったいなく感じました。2020オリパラを機に現実的に方策を見出せるような
形になっていくとより良いと感じています（例えば、メディアを入れる、教育関係者に視察してもらうetc...）。報告書につ
いて参加者全員が目に出来るより良い方法を考えていただけると助かります。現在、県庁でオリパラ局に勤めてお
り、スポ少の子供たちが聖火リレー、ボランティア、イベントでの参加etc...について声を大にして上にかけあいました
が、やはり社会的知名度!?が低いのかスポ少のリーダー活用について賛同を得られない機会が多く淋しく感じまし
た。私自身も努力しますが、日本体育協会として?もう少し各都県への発信?声かけ?等を行っていただけると幸いで
す。

全体発表会は、あらかじめ内容を確認して参加することとし、すぐに発表に移ってもよかったのではないかと思う。時
間が長く感じた。もっといろいろ他県の活動の情報を知りたかった。全体を通して、せっかく集まったのであれば、他県
との交流（情報交換）がしてみたい。初めて参加したので、その様に感じました。

全体発表会では20分（資料に目を通す）と20分（発表、質問）という風に分けていたが最初の20分は必要ないと感じ
た。

スポーツフォーラムと同会場であるとありがたいです。

もう少し時間のゆとりがあれば

情報交換会で得られたポストイット等の内容は日頃活動している現場の声、思いなので今後の活動へ多少くみ上げ
てほしい

初めて参加しました。5年間事務局をしていて初めてわかったことがかなりありました。ありがとうございました。

ワーキンググループでどのような事が課題としてどのような事が話し合われて制度化されようとしているのかが全く伝
わらない。又、全国より、育成担当指導者を来ているのであれば、具体的な検討事項や、課題の洗い出しの時間を取
れる方が意義があるのではないでしょうか。リーダーの行く末ビジョンを具現化していく必要があると思います。

ワールドカフェとても楽しかったです。たくさんの意見を聞くことができて良い体験となりました。

全体発表会では、話が聞けない所があったのではないかと思いました。

情報交換会の時の発表方法を時間のメリハリがあったらいいなと思いました。
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